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有
栖
川
宮
家
伝
来
薫
物
具
　
―
薫
物
伝
書
を
通
じ
て
―

田　

中　
　
　

潤

１　

は
じ
め
に

　

古
代
以
来
、
香
は
宮
廷
文
化
の
一
角
を
占
め
、
古
典
文
学
の
中
に
お
い
て
も
、
四
季
や
人
々
の
心
情
の
移
ろ
い
、
身
に
付
け
た
教
養
を

披
瀝
し
象
徴
的
に
表
現
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
特
に
多
種
に
わ
た
る
香
料
を
調
合
し
て
作
ら
れ
る
薫
物
（
た
き

も
の
）
は
、
そ
の
香
料
の
調
合
分
量
・
手
順
・
方
法
が
継
承
の
過
程
で
秘
伝
化
し
、
殊
に
勅
作
と
称
さ
れ
る
天
皇
親
作
に
な
る
薫
物
は
公

家
武
家
を
問
わ
ず
、
人
々
の
垂
涎
の
的
と
し
て
時
代
を
問
わ
ず
珍
重
さ
れ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
近
世
霊
元
天
皇
か
ら
の
血
統
を
大
正
時
代
ま
で
伝
え
た
数
少
な
い
宮
家
の
一
つ
で
あ
る
有
栖
川
宮
家
で
用
い
ら
れ
、
今
日

國
學
院
大
學
に
伝
え
ら
れ
た
薫
物
調
製
具
と
、
そ
れ
に
納
め
ら
れ
て
共
に
伝
え
ら
れ
た
薫
物
関
係
の
伝
書
に
つ
い
て
紹
介
を
行
う
。
併
せ

て
、
江
戸
時
代
の
朝
廷
社
会
に
お
い
て
薫
物
が
果
た
し
た
役
割
の
一
端
を
、
宮
家
伝
来
の
薫
物
伝
書
の
整
理
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
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２　

國
學
院
大
學
収
蔵
ま
で
の
経
緯

　

薫
物
具
の
紹
介
に
先
立
ち
、
本
資
料
を
含
む
有
栖
川
宮
家
関
係
資
料
が
國
學
院
大
學
の
収
蔵
と
な
る
経
緯
を
略
述
す
る
。
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
七
月
、有
栖
川
宮
家
最
後
の
当
主
威
仁
親
王
の
危
篤
に
際
し
、大
正
天
皇
の
御
沙
汰
に
よ
り
第
三
皇
男
子
光
宮
宣
仁
親
王
は
、

有
栖
川
宮
家
の
旧
号
で
あ
る
高
松
宮
の
称
号
を
賜
り
、
同
宮
家
の
祭
祀
を
継
承
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
有
栖
川
宮
家
に
伝
え
ら
れ
た
典

籍
や
什
物
は
高
松
宮
家
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（
（

。

　

今
回
紹
介
す
る
有
栖
川
宮
家
伝
来
の
薫
物
関
係
資
料
は
、
典
籍
の
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
る
が
、
高
松
宮
本
と
通
称
さ
れ
る
他
の
書
籍

類
と
は
収
蔵
場
所
を
異
に
し
、
薫
物
調
合
の
道
具
を
納
め
た
「
御
薫
物
箱
」
に
収
納
さ
れ
て
伝
来
し
た
。
高
松
宮
家
に
伝
来
し
た
古
典
籍

（
高
松
宮
本
）
に
関
し
て
は
、
相
馬
万
里
子
氏（

（
（

、
小
倉
慈
司
氏（

（
（

に
よ
り
、
高
松
宮
家
に
お
け
る
調
査
と
、
宮
内
庁
や
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
へ
の
収
蔵
な
ど
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
資
料
は
こ
れ
ら
の
調
査
を
経
な
か
っ
た
た
め
か
、
本

資
料
群
に
は
、
整
理
の
過
程
で
付
さ
れ
た
番
号
ラ
ベ
ル
や
整
理
番
号
の
墨
書
な
ど
は
調
査
の
痕
跡
は
確
認
さ
れ
な
い
点
に
お
い
て
新
出
に

属
す
る
資
料
で
あ
る
。

　

こ
の
薫
物
関
係
資
料
は
、平
成
八
年
十
月
三
十
日
に
、創
立
百
十
四
周
年
奉
告
の
た
め
高
松
宮
家
に
参
邸
し
た
佐
々
木
周
二
理
事
長
（
当

時
）
に
対
し
て
、
高
松
宮
家
よ
り
國
學
院
大
學
に
お
下
げ
渡
し
の
旨
が
伝
え
ら
れ
た
有
栖
川
宮
・
高
松
宮
御
所
縁
の
品
々
に
含
ま
れ
た
作

品
の
一
つ
で
あ
る（

（
（

。
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３　
「
御
薫
物
具
」
収
納
の
資
料
に
つ
い
て

　

薫
物
関
係
資
料
は
、
薫
物
具
を
収
納
す
る
本
体
の
内
箱
（
図
①
）
と
、
内
箱
を
保
護
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
外
箱
（
図
②
）
の
二
重

箱
に
よ
り
保
存
さ
れ
て
き
た
。
外
箱
は
、
桐
木
地
に
外
装
は
黒
漆
塗
り
、
内
装
は
桐
木
地
に
和
紙
を
内
貼
り
と
し
た
外
寸
（
縦
四
〇
・
五

×
横
三
二
・
〇
×
高
三
一
・
〇
各
㎝
）
の
台
差
箱
で
、
蓋
の
甲
に
は
「
御
薫
物
具
」
の
銀
字
蒔
絵
が
施
さ
れ
て
い
る
。
現
状
で
は
台
差
の
蓋

を
受
け
る
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
当
初
は
葛
籠
掛
け
の
紐
を
伴
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
高
松
宮
家
旧
蔵
品
に
な
る
他
の
作
品
群
と

同
様
に
、
蓋
の
甲
の
部
分
と
、
側
面
の
二
方
向
に
収
納
内
容
物
を
明
示
す
る
墨
書
押
紙
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
薫
物
具
に
つ
い
て
は
、

蓋
の
甲
と
側
面
の
二
方
向
に
同
時
期
に
貼
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
有
栖
川
宮
」・「
御
薫
物
具
」
の
墨
書
押
紙
が
各
一
枚
貼
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
こ
れ
に
先
行
し
て
貼
ら
れ
た
と
思
し
き
「
御
薫
物
具
」
と
「
三
十
八
」
と
墨
書
さ
れ
た
押
紙
が
側
面
の
一
方
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
比
較
的
新
し
い
時
期
の
整
理
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
「
香
合
／
19
」
と
い
う
通
し
番
号
が
印
字
さ
れ
た
白
い
ラ
ベ
ル
も
蓋
の
甲
の
部

分
と
、
側
面
の
一
方
向
に
貼
ら
れ
て
い
る
。

　

内
箱
は
、
ウ
コ
ン
染
め
の
木
綿
布
に
包
ま
れ
て
外
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
内
箱
は
、
外
寸
（
縦
三
七
・
五
×
横
二
九
・
一
×
高

二
六
・
七
各
㎝
）
で
内
外
と
も
に
黒
の
真
塗
と
し
、
身
の
底
面
を
除
く
、
蓋
と
身
の
外
側
に
は
八
重
の
表
菊
・
裏
菊
が
三
種
類
の
技
法
を

使
い
分
け
、
蓋
に
二
五
個
、
身
に
三
八
個
を
蒔
絵
し
た
被
せ
箱
で
、
中
に
は
掛
子
が
設
け
ら
れ
、
身
・
蓋
・
掛
子
の
木
口
は
面
金
さ
れ
て

い
る
。
掛
子
に
は
八
つ
の
盛
蓋
の
小
箱
型
を
し
た
篩
（
ふ
る
い
）
が
納
め
ら
れ
て
お
り
（
図
③
）、小
箱
の
中
に
更
に
設
け
ら
れ
た
掛
子
は
、

そ
の
底
に
粗
密
各
種
の
裂
を
張
っ
た
篩
の
形
状
で
、
篩
わ
れ
た
粉
末
が
小
箱
の
身
に
溜
ま
る
構
造
と
さ
れ
て
い
る
。
蓋
の
甲
と
身
の
一
側

面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
沈
」・「
丁
」・「
薫
」・「
貝
」・「
甘
」・「
白
」・「
麝
」・「
鬱
」
の
金
文
字
蒔
絵
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
調
香
に
用
い
ら
れ

る
沈
香
・
丁
子
・
薫
陸
・
貝
香
・
甘
松
・
白
檀
・
麝
香
・
鬱
金
用
の
篩
で
、「
沈
」
と
「
丁
」
の
み
幅
が
一
・
五
㎝
狭
い
。
な
お
こ
の
薫
物
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図①　内箱

図②　外箱
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箱
と
法
量
・
様
式
・
蒔
絵
な
ど
の
点
に
お
い
て
類
似
し
た
作
品
が

尾
張
徳
川
家
の
徳
川
美
術
館
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
中
に
は
調
香

に
用
い
ら
れ
た
筆
・
匙
・
箆
が
納
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

薫
物
具
箱
に
納
め
ら
れ
た
道
具
類
は
、
概
ね
宮
家
で
の
贈
答
に

用
い
ら
れ
た
太
刀
目
録
な
ど
の
反
故
紙
を
転
用
し
た
厚
手
の
包
み

紙
に
よ
り
種
類
別
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
包
み
の
表
に
は
類
似
し

た
筆
跡
で
内
容
が
上
書
き
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
し
た
表
は
、
内
容

に
関
す
る
整
理
を
も
と
に
作
成
し
た
目
録
で
あ
る
。
内
容
物
は
い

ず
れ
も
薫
物
の
調
製
に
必
要
な
箆
、匙
、箸
（
図
④
）、羽
（
図
⑤
）、

水
晶
製
の
す
り
棒
や
陶
器
製
の
乳
鉢
な
ど
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る

の
が
、
８
番
の
包
み
紙
の
上
書
に
「
享
和
元
六
御
改
」
と
の
記
載

が
確
認
さ
れ
、
折
に
触
れ
て
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。
香
料
の
実
物
は
、
４
番
の
包
み
に
貝
香
の
実
物
が
ま
と

ま
っ
て
納
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
に
香
料
自
体
は
収
納
さ
れ
て
お
ら

ず
、
小
箱
形
の
篩
・
箸
・
箆
・
笏
・
乳
鉢
な
ど
、
使
用
の
痕
跡
は

認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
清
拭
さ
れ
て
納
め
ら
れ
て
い
る
。

図③　懸子
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図④　箆　匙　箸

図⑤　羽
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４　

有
栖
川
宮
家
の
贈
答
に
み
る
薫
物
の
位
置
付
け

　

こ
う
し
た
薫
物
具
を
用
い
て
調
整
さ
れ
た
薫
物
は
朝
廷
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
朝
廷
に
お
け

る
贈
答
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
薫
物
や
匂
袋
に
つ
い
て
、
近
世
前
期
の
正
親
町
天
皇
・
後
陽
成
天
皇
期
を
ピ
ー
ク
と
し
て
天
皇
親
作
が
数

多
く
下
賜
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
本
間
洋
子
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。そ
の
中
で
織
豊
政
権
か
ら
徳
川
政
変
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
は
、

賜
与
側
で
は
朝
廷
安
泰
を
期
待
し
た
賜
物
で
あ
り
、
受
領
者
側
で
は
天
皇
親
作
の
王
朝
時
代
以
来
の
由
緒
を
持
つ
薫
物
を
贈
ら
れ
る
こ
と

に
意
味
が
あ
っ
た
と
評
価
し
、
江
戸
幕
府
安
定
期
以
降
は
薫
物
の
下
賜
に
関
す
る
記
録
が
『
御
湯
殿
の
上
の
日
記
』
か
ら
は
減
少
し
て
い

く
と
し
て
い
る（

（
（

。

　

下
賜
数
が
減
少
し
て
い
く
と
さ
れ
る
薫
物
で
あ
る
が
、
先
述
の
よ
う
な
調
香
道
具
を
備
え
た
有
栖
川
宮
家
で
は
、
薫
物
な
ど
の
贈
答
は

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
挙
げ
る
資
料
は
、
有
栖
川
宮
家
の
歴
代
行
実
か
ら
、
薫
物
・
匂
い
袋
関
連
す
る
記
事

を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。（
資
料
中
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。）

　

・�（
寛
永
八
年
・
私
註
以
下
同
）
六
月
下
浣
以
来
前
将
軍
徳
川
秀
忠
病
む
を
以
て
、
八
月
八
日
、
本
郷
右
近
を
江
戸
に
遣
し
金
地
院
崇

傳
（
本
光
國
師
）
に
頼
み
、
親
ら
御
調
合
の
薫
物
一
合
を
贈
り
て
其
の
病
を
問
は
し
め
ら
る（

（
（

。

　

・�（
寛
文
一
〇
年
）
八
月
二
八
日
仮
邸
よ
り
新
邸
に
移
徙
せ
ら
る
。
新
邸
は
花
町
旧
邸
の
敷
地
に
経
営
あ
り
し
も
の
に
し
て
将
軍
家
綱

は
営
作
費
二
千
両
を
献
進
す
。
仍
り
て
其
の
謝
礼
の
為
に
九
月
十
三
日
家
司
矢
島
兵
庫
助
（
宗
在
）
を
江
戸
に
遣
し
、家
綱
に
太
刀
・

銀
馬
代
及
び
薫
物
を
贈
り
、
老
中
・
若
年
寄
・
高
家
等
に
物
を
賜
ふ（

（
（

。

　

・�（
延
宝
）
四
年
幕
府
當
邸
造
営
費
二
千
両
を
献
進
す
。
仍
ち
近
習
山
本
主
税
助
を
江
戸
に
遣
し
て
之
を
謝
し
、
将
軍
に
太
刀
銀
馬
代
・

匂
袋
十
箱
を
贈
り
、
老
中
・
高
家
等
に
各
々
薫
物
一
合
を
賜
ふ
。
ま
た
松
平
越
後
守
（
光
長
）
に
薫
物
二
合
を
贈
与
せ
ら
る（

（
（

。
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・�（
延
宝
八
年
三
月
十
日
）
是
日
、
打
枝
（
薫
物
三
種
薄
様
に
居
、
雲
足
の
臺
に
載
す
）
を
家
綱
に
贈
ら
る（

（1
（

。

　

・�（
貞
享
二
年
三
月
七
日
・
将
軍
代
替
慶
賀
関
東
下
向
将
軍
対
面
に
際
し
）
今
朝
親
王
よ
り
薫
物
三
種
を
綱
吉
に
贈
ら
せ
ら
る（

（1
（

。

　

・（
貞
享
五
年
七
月
十
日
富
貴
宮
養
子
許
可
御
礼
）
綱
吉
に
太
刀
銀
馬
代
及
び
匂
袋
を
贈
ら
せ
ら
る（

（1
（

。

　

・�（
元
禄
一
〇
年
三
月
七
日
王
女
英
宮
入
内
）
女
御
入
内
の
祝
と
し
て
（
中
略
）
上
皇
よ
り
太
刀
馬
代
金
・
薫
物
並
に
薄
様
一
包（

（1
（

。

　

・�（
元
禄
一
六
年
一
一
月
二
六
日
正
仁
親
王
姉
淑
宮
東
本
願
寺
入
輿
）
一
一
月
二
六
日
、
淑
宮
に
薫
物
・
伽
羅
を
進
め
ら
る
。
薫
物
は

勅
方
な
り（

（1
（

。

　

・�（
九
月
五
日
）
又
同
宮
（
輪
王
寺
宮
）
の
当
邸
を
辞
去
せ
ら
る
る
に
際
し
、
後
西
天
皇
勅
方
の
薫
物
（
新
枕
）・
幸
仁
親
王
御
作
牡
丹

の
造
花
一
輪
（
錫
花
入
）
を
進
ぜ
ら
る（

（1
（

。

　

・
四
月
二
一
日
、
新
院
附
武
家
山
口
安
房
守
（
直
重
）
に
後
西
天
皇
勅
方
薫
物
（
新
枕
）
を
賜
ふ（

（1
（

。

　

・
是
日
、
打
枝
（
薫
物
若
草
・
玉
椿
・
仙
人
）
を
家
宣
に
贈
ら
せ
ら
る（

（1
（

。

　

・�

二
十
九
日
、
尾
張
中
納
言
（
吉
通
）
に
内
証
音
物
と
し
て
勅
方
薫
物
二
種
（
玉
椿
・
仙
人
）・
三
部
抄
一
部
（
公
卿
三
筆
、
外
題
右

大
臣
）
を
同
室
に
勅
方
薫
物
二
種
（
若
草
・
仙
人（

（1
（

）

　

編
纂
資
料
か
ら
の
収
集
で
は
あ
る
が
、
幕
府
な
ど
武
家
へ
の
薫
物
の
下
賜
は
、
宮
邸
新
築
に
対
し
て
の
返
礼
、
将
軍
襲
職
の
慶
賀
、
老

中
・
高
家
・
御
三
家
・
親
藩
当
主
・
附
武
家
へ
の
賜
物
な
ど
、
宮
家
に
と
っ
て
重
要
な
案
件
や
幕
府
重
役
へ
の
賜
物
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
特
に
、
親
王
自
ら
の
調
合
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
調
香
に
際
し
て
は
、
勅
方
に
よ
る
調
合
で
あ
る
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
お
り
、

贈
答
に
用
い
ら
れ
る
薫
物
と
し
て
、
親
作
で
あ
る
こ
と
、
調
香
の
方
が
勅
方
で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
一
方
禁
裏
や
縁
戚
と
の
贈
答
に
お
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
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５　

有
栖
川
宮
家
伝
来
薫
物
伝
書

　

こ
う
し
た
薫
物
の
調
製
に
お
い
て
重
視
さ
れ
、
本
資
料
群
の
内
で

特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
薫
物
製
作
に
不
可
欠
な
調
香
の
為
の
伝
書

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
法
・
分
量
を
記
し
た
切
紙
・
折
紙
の
類
で

あ
る
（
図
⑥
）。
伝
統
的
な
六
種
の
薫
物
や
新
作
薫
物
の
方
に
関
す

る
折
紙
、
切
紙
の
ほ
か
、
表
の
内
９
番
・
11
番
・
24
番
の
紙
包
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
薫
物
に
関
す
る
研
究
が
進
展
し
て
お
り
、

本
資
料
群
に
も
含
ま
れ
る
「
薫
物
故
書
」
は
諸
伝
本
間
で
の
異
同
の

検
討
な
ど
、
伝
承
の
経
緯
と
共
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

ほ
か
、

「
薫
物
方（

（2
（

」・「
薫
物
黒
方
秘
方（

（2
（

」・「
薫
物
調
合
秘
方（

（2
（

」
な
ど
朝
廷
所

縁
の
伝
書
の
翻
刻
が
徐
々
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
薫
物
伝
書
は
、
有
栖
川
宮
家
伝
来
と
い
う
極
め

て
皇
統
に
近
い
宮
家
に
伝
え
ら
れ
た
薫
物
伝
書
で
あ
る
こ
と
。
調
香

具
と
共
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
。
宮
家
か
ら
皇
統
を
継
ぎ
、
薫
物
の
継

承
に
深
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
後
西
天
皇
（
良
仁
親
王
）
の
皇
子
で

三
代
当
主
の
幸
仁
親
王
の
書
写
に
か
か
る
伝
書
を
含
む
こ
と
、
江
戸

初
期
以
降
の
新
作
薫
物
の
方
な
ど
、
朝
廷
に
お
け
る
薫
物
文
化
を
考

図⑥　薫物伝書
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え
て
行
く
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
内
【
資
料
６
】
24
―
３
に
つ
い
て
は
、
書
写
名
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
書
体
・
書
風
か
ら
宮

家
二
代
の
良
仁
親
王
（
後
の
後
西
天
皇
）
の
書
写
も
考
慮
さ
れ
得
る
。

　

本
資
料
群
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、【
資
料
７
】
24
―
４
・【
資
料
８
】
24
―
５
の
有
栖
川
宮
幸
仁
親
王
の
手
に
な
る
伝
書
二
冊
で
あ

る
。
両
者
と
も
元
禄
五
年
四
月
晦
日
と
同
五
月
朔
日
に
親
王
が
今
出
川
（
菊
亭
）
公
規
所
持
の
伝
本
を
親
王
が
書
写
し
た
旨
の
奥
書
が
あ

る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
そ
の
本
と
も
考
え
ら
れ
る
今
出
川
公
規
書
写
に
な
る
伝
書
が
24
―
10
止
と
し
て
含
ま
れ
、
巻
末
に
は
「
菊
亭
蔵

書
」「
公
規
」
の
印
影
が
確
認
さ
れ
る
。
調
香
の
内
容
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
り
、
各
所
に
架
蔵
さ
れ
る
諸
本
間
の
異
動
に
つ
い
て
は
今

後
に
お
け
る
伝
書
内
容
の
比
較
を
要
す
る
が
、
江
戸
時
代
の
世
襲
親
王
家
と
し
て
の
有
栖
川
宮
家
に
お
け
る
薫
物
調
合
の
根
幹
を
知
り
、

薫
物
文
化
の
実
態
を
現
代
に
伝
え
る
資
料
と
し
て
今
後
の
活
用
に
資
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

６　

お
わ
り
に

　

高
松
宮
本
の
来
歴
に
つ
い
て
小
倉
慈
司
氏
は
「
高
松
宮
本
の
大
部
分
は
、
幸
仁
親
王
・
職
仁
親
王
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う（

（2
（

」
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
薫
物
伝
書
の
集
成
に
関
し
て
も
、
書
写
の
経
緯
な
ど
を
含
め
て
同
時
期
に
お
け
る
書
写
・
収

書
活
動
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
好
材
料
で
あ
る
。
有
栖
川
御
流
や
歌
道
の
御
所
伝
授
な
ど
、
文
化
・
文
芸
・
芸
術
に
深
く
関
わ
っ
た
世

襲
親
王
家
と
い
う
側
面
と
共
に
、
薫
物
と
い
う
王
朝
以
来
の
宮
廷
文
化
に
も
深
く
根
差
し
た
有
栖
川
宮
家
の
様
子
を
現
代
に
伝
え
る
貴
重

な
資
料
と
い
え
よ
う
。
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註
（
1
） 『
高
松
宮
宣
仁
親
王
』「
高
松
宮
宣
仁
親
王
」 

伝
記
刊
行
委
員
会
編 

朝
日
新
聞
社　

一
九
九
一
。

（
2
） 

相
馬
万
里
子
「
高
松
宮
旧
蔵
禁
裏
本
と
有
栖
川
宮
伝
来
書
籍
に
つ
い
て
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
８
―
２　

高
松
宮

家
伝
来
禁
裏
本
目
録
〔
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説
編
〕』
二
〇
〇
九
。

（
3
） 

小
倉
慈
司
「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
の
来
歴
と
そ
の
資
料
価
値
―
歴
史
資
料
を
中
心
に
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録

８
―
２　

高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
〔
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説
編
〕』
二
〇
〇
九
。

（
4
） 

國
學
院
大
學
『
有
栖
川
宮
家
ゆ
か
り
の
名
品
』
國
學
院
大
學　

一
九
九
七
。

（
5
） 

徳
川
美
術
館
所
蔵
、
菊
蒔
絵
薫
物
製
造
箱
一
具
。（
高
二
六
・
五　

縦
三
七
・
九　

横
二
九
・
二
。）
荒
川
浩
和
監
修
『
香
道
具
』
淡

交
社　

二
〇
〇
五　

一
二
七
頁
（
図
版
）・
二
四
三
頁
（
解
説
）。

（
6
） 

本
間
洋
子
「『
御
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
み
ら
れ
る
薫
物
・
匂
い
袋
下
賜
―
後
土
御
門
天
皇
期
か
ら
霊
元
天
皇
期
―
」『
武
蔵
大

学
総
合
研
究
所
紀
要
』
一
六　

二
〇
〇
六
。

（
7
） 『
好
仁
親
王
行
実
』
開
明
堂　

一
九
三
七　

四
十
八
頁
。

（
8
） 『
幸
仁
親
王
行
実
』
開
明
堂　

一
九
三
七　

八
頁
。

（
9
） 『
同
右
』　

三
〇
頁
。

（
10
） 『
同
右
』　

三
一
頁
。

（
11
） 『
同
右
』　

四
五
頁
。

（
12
） 『
同
右
』　

七
四
頁
。
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（
13
） 『
同
右
』　

一
一
六
頁
。

（
14
） 『
正
仁
親
王
行
実
』
開
明
堂　

一
九
三
七　

二
二
頁
。

（
15
） 『
同
右
』　

五
四
頁
。

（
16
） 『
同
右
』　

六
二
頁
。

（
17
） 『
同
右
』　

九
九
頁
。

（
18
） 『
同
右
』　

一
〇
〇
頁
。

（
19
） 

田
中
圭
子
「
菊
亭
文
庫
所
蔵
「
薫
物
故
書
」
翻
刻
と
校
異
」（
上
）（
下
）『
芸
能
史
研
究
』
一
七
五
・
七　

二
〇
〇
六
・
七
。

（
20
） 

矢
野
環
「
香
書
『
薫
物
方
』
―
竹
幽
文
庫
本
―
」『
文
化
情
報
学
』
一
（
一
）　

二
〇
〇
六
。
田
中
圭
子
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
薫

物
方
』
影
印
と
翻
刻
」『
広
島
女
学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌
』
三
八　

二
〇
〇
八
。

（
21
）
田
中
圭
子
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
薫
物
黒
方
秘
方
」
翻
刻
」『
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
』
一
九　

二
〇
〇
九
。

（
22
） 

同
「
東
山
御
文
庫
所
蔵
「
薫
物
調
合
秘
方
」
解
説
と
釈
文
―
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
香
秘
書
』
享
受
史
一
考
」『
杏
雨
』
一
四　

二
〇
一
一
。

（
23
） 

田
中
圭
子
『
薫
集
類
抄
の
研
究　

附
・
薫
物
資
料
集
成
―
』 

三
弥
井
書
店　

二
〇
一
二
。
本
間
洋
子
『
香
道
の
文
化
史
』
歴
史
文

化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
九
九　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
二
〇
。
堀
口
悟
・
鈴
木
健
夫
・
村
田
真
知
子
『
江
戸
初
期
の
香
文
化
―
香
が
つ
な
ぐ

文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
文
学
通
信　

二
〇
二
〇
。

（
24
） 

前
掲
註
（
３
）　

小
倉　

二
〇
〇
九
。

謝
辞　

本
稿
作
成
に
際
し
ま
し
て
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
大
東
敬
明
氏
・
長
倉
絵
梨
子
氏
ほ
か
、
関
係
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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有
栖
川
宮
家
伝
来
薫
物
伝
書　

翻
刻

（
凡
例
）

　

紙
面
の
関
係
上
、
改
行
を
「
／
」
で
示
し
、
本
文
を
詰
め
て
表
記
し
た
。
但
し
、
本
紙
の
表
裏
、
紙
継
、
長
文
資
料
に
つ
い
て
は
、
翻

刻
者
の
判
断
に
お
い
て
、
一
つ
書
き
な
ど
の
改
行
を
残
し
た
。

　

史
料
中
の
図
は
（
図
）
と
し
、
文
中
の
〇
・
■
な
ど
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

　

虫
損
・
写
し
崩
れ
な
ど
で
判
読
が
困
難
な
場
合
は
□
で
表
記
し
た
。

　

割
書
き
は
本
文
と
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で
表
記
し
、
丸
括
弧
（　

）
で
括
っ
て
表
記
し
た
。

　

合
点
は
鈎
括
弧
「
で
表
記
し
た
。

　

旧
字
・
仮
名
な
ど
は
で
き
る
限
る
原
本
通
り
の
表
記
と
し
た
。

　

合
点
な
ど
の
全
体
に
及
ぶ
朱
筆
記
載
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
注
記
を
割
愛
し
た
。

【
資
料
１
】　

６
―
２　
「
御
目
録
（
香
道
具
目
録
）」

（
表
）
御
目
録
／
ち
や
う
し
へ
ら
五
本
／
ま
ゆ
つ
く
り
壱
本
／
麝
香
の
は
し
六
本
／
同
へ
ら
壱
本
／
し
ほ
さ
し
二
本
／
へ
ら
二
本
／
は
し

二
せ
ん
／
へ
ら
壱
本
／
は
し
五
本
／
小
し
ゃ
く
二
本
／
し
ほ
す
み
の
さ
し
二
本
／
ほ
し
へ
ら
一
本
／
同
は
し
一
せ
ん
／
か
い
か
う
ほ
す

時
の
は
し
五
せ
ん
／
同
へ
ら
一
本
／
り
う
の
う
へ
ら
三
本
／
は
し
壱
せ
ん
／
銀
の
さ
し
壱
本
／
き
ね
二
本
／
は
ね
廿
四
本
／
か
う
く
こ

し
ら
へ
の
羽
六
本
／
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（
裏
）
に
う
は
ち
十
／
に
う
も
く
壱
本
／
つ
ゝ
み
紙
十
四
／
し
ほ
さ
し
二
本
／
は
し
三
本
／
か
け
こ
の
ふ
る
い
八
ツ
／
以
上
／
外
ニ
／
金

臼
同
杵
共
／
ミ
つ
な
へ
ふ
た
共
／

【
資
料
２
】　

６
―
６　
「
御
所
望
被
遊
候
覚
」

御
所
望
被
遊
候
覚
／
一
丁
子
へ
ら
五
本
乃
内
／
二
本
／
一
大
へ
ら
三
本
之
内
一
本
／
一
麝
香
の
箸
三
せ
ん
の
内
／
一
せ
ん
／
一
か
い
か
う

ほ
す
時
の
は
し
／
五
せ
ん
の
内
二
せ
ん
／
一
り
う
の
う
へ
ら
三
本
の
内
／
壱
本
／
一
き
ね
二
本
の
内
壱
本
／
一
香
具
拵
の
羽
六
本
之
内
／

三
本
／
一
つ
ゝ
み
紙
十
四
之
内
二
／
一
し
ほ
さ
し
二
本
／
一
に
う
は
ち
十
之
内
二
ツ
／

【
資
料
３
】　

７
―
２　
「
匂
袋
之
方
（
勅
方
十
六
種
）」

（
１
・
表
）（
墨
付
な
し
）（
１
・
裏
）（
墨
付
な
し
）

（
２
・
表
）
匂
袋
之
方
／
青
柳
／
伽
羅
三
分
三
朱　

麝
香
同
／
丁
子
一
朱　

れ
い
り
や
う
香
同
／
し
ら
き
く
／
菊
花
二
し
ゆ　

龍
脳
同
／　

白
た
ん
一
分　

甘
松
一
分
一
し
ゆ
／
丁
子
一
分
二
し
ゆ
／
あ
け
ほ
の
／
か
ん
せ
う
二
分
二
朱　

ひ
や
く
檀
三
分
三
朱
／
木
香
一
分　

龍

の
ふ
同
／
藤
は
か
ま
／

（
２
・
裏
）
竜
の
ふ
一
朱　

甘
松
一
分
／
伽
羅
一
分
二
し
ゆ　

丁
子
二
分
／
白
た
む
一
両
／
は
つ
ね
／
龍
脳
一
分　

沈
香
同
／
か
ん
せ
う

同　

木
か
う
同
／
丁
子
同　

白
た
む
一
両
／
し
ほ
か
ま
／
白
檀
一
分　

か
ん
せ
う
同
／
り
う
の
ふ
同
或
一
分
一
し
ゆ　

丁
子
同
／
若
葉

／
ひ
や
く
た
ん
三
分
三
朱　

木
香
一
分
／

（
３
・
表
）
か
ん
せ
う
同　

れ
い
り
や
う
香
同
／
ち
や
う
し
二
分
三
朱
／
落
葉
／
白
た
ん
三
分
三
し
ゆ　

あ
せ
ん
や
く
二
朱
／
あ
ん
そ
く

香
同　

沈
香
半
両
／
丁
子
三
朱　

龍
の
ふ
同
／
あ
や
め
／
丁
子
一
分
一
朱　

甘
松
半
両
／
ひ
や
く
た
ん
同　

も
つ
こ
う
二
朱
／
良
香
同　
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さ
ん
な
一
し
ゆ
／
し
ん
ゐ
半
朱　

り
う
の
ふ
一
朱
朱
中
／
さ
か
う
三
朱　

麝
香
油
二
し
ゆ
／

（
３
・
裏
）
し
や
う
ふ
銀
朱
中
／
千
鳥
／
丁
子
二
分
三
し
ゆ　

白
た
ん
一
分
一
朱
／
か
ん
せ
う
同　

生
も
く
香
二
分
／
う
い
き
や
う
二
分

れ
う
か
う
二
朱
／
龍
脳
三
し
ゆ
／
水
と
り
／
さ
か
う
一
朱　

り
う
の
ふ
壱
し
ゆ
／
か
ん
松
二
朱　

白
檀
三
し
ゆ
／
れ
い
れ
う
香
二
し
ゆ　

く
ん
ろ
く
一
分
／
丁
子
三
分
三
し
ゆ　

と
つ
く
わ
つ
朱
中
／
須
磨
／

（
４
・
表
）
丁
子
三
分
三
朱　

白
檀
二
分
／
く
わ
つ
香
一
分　

し
や
う
ふ
こ
ん
し
ゆ
中
／
龍
の
ふ
二
朱　

良
香
一
朱
／
う
こ
ん
一
し
ゆ　

さ
か
う
一
朱
／
ミ
た
れ
か
み
／
り
う
の
ふ
半
朱　

白
た
ん
一
分
／
さ
か
う
半
朱　

か
ん
せ
う
一
分
／
丁
子
二
両　

う
ゐ
き
や
う
一
分
／

な
を
さ
り
／
れ
い
り
や
う
三
朱　

う
こ
む
一
分
一
し
ゆ
／
り
う
の
ふ
一
分　

て
う
し
一
分
一
し
ゆ
／
八
重
一
へ
／

（
４
・
裏
）
か
ん
せ
う
半
両　

て
う
し
一
朱
／
白
た
ん
半
両　

も
つ
こ
う
一
朱
朱
中
／
龍
脳
二
し
ゆ　

良
香
一
し
ゆ
／
う
こ
ん
同　

さ
か

う
同
／
濵
千
と
り
／
大
黄
六
両　

丁
子
八
両
／
甘
松
十
両　

は
い
そ
う
十
両
／
白
た
ん
八
両　

し
ん
ゐ
十
両
／
龍
脳
三
分
三
朱　

さ
ん

な
四
両
／
さ
か
う
一
両
半
／
右
勅
方
十
六
種
／

【
資
料
４
】　

７
―
５　
「
霊
元
院
御
流
和
合
次
第
」

（
１
紙
）
霊
元
院
御
流
／
和
合
次
第
／
文
匣
ノ
上
ニ
こ
ふ
く
さ
の
様
ヲ
敷
沈
ヲ
置
其
上
へ
／
白
た
ん
ヲ
入
ま
せ
て
小
笏
ニ
て
切
い
つ
れ
も

右
の
通
也
／
但
沈
白
貝
薫
丁
麝
何
ニ
て
も
此
の
こ
と
し
猶
有
口
傳
／
さ
か
う
は
如
傳
受
／

（
２
紙
）
子
日
ヲ
合
候
時
生
脳
白
た
ん
の
付
ニ
入
こ
ね
た
て
あ
ま
り
生
の
ふ
／
す
く
な
か
る
ゆ
へ
也
／

　

一
和
合
次
第
／
黒
方
／
一
ふ
ん
こ
の
ふ
た
ニ
鳥
子
を
／
し
き
て
沈
を
よ
こ
へ
／
な
か
く
／
お
く
へ
し
そ
の
ち
ん
の
／
う
へ
ニ
／
ち
や
う

し
お
な
し
こ
と
く
ニ
て
／
沈
丁
か
き
ま
せ
〱
る
也
／
小
し
や
く
ニ
て
も
き
さ
ミ
様
口
傳
／
さ
て
か
き
ま
せ
て
（
図
）
か
く
／
の
こ
と
く

鳥
の
子
か
ミ
の
う
へ
ニ
／
な
り
を
な
し
（
図
）
こ
の
す
し
ニ
／
貝
く
ん
入
る
へ
し
／
く
ん
ろ
く
ハ
／
は
か
り
よ
り
粉
の
こ
ゝ
す
ハ
／
お
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ち
に
く
き
ゆ
へ
沈
丁
も
／
ま
ふ
し
て
は
ら
ふ
也
／
尤
口
傳
色
々
有
之
／
ま
た
か
き
ま
せ
〱
て
き
さ
ミ
／
ま
た
よ
こ
ニ
／
な
か
く
し
て
は

す
ニ
す
し
ひ
き
て
／
白
た
ん
の
入
又
か
き
ま
わ
し
て
／
（
図
）
か
く
の
こ
と
く
小
し
や
く
ニ
て
／
い
た
し
（
図
）
又
か
く
の
こ
と
く
ニ

／
な
り
を
し
〇
ま
へ
つ
ゝ
ニ
／
あ
つ
う
す
な
か
き
や
ミ
し
ん
／
（
図
）
か
く
の
こ
と
く
ま
ろ
き
ニ
／
す
し
つ
け
／
す
し
の
中
へ
麝
ヲ
／

ま
ゆ
は
け
ニ
て
／
お
と
し
外
へ
も
の
ゝ
す
／
ま
へ
つ
ゝ
ミ
／
か
り
か
け
て
ま
ん
ま
ろ
な
か
ニ
／
口
傳
の
こ
と
く
左
右
〱
ニ
／
き
さ
ミ
／

か
き
ま
せ
〱
て
か
な
う
す
ニ
／
入
て
す
み
よ
き
ほ
と
さ
し
候
事
／
（
図
）
口
傳
又
か
き
お
と
し
て
／
か
な
う
す
ニ
お
と
し
／
候
也
此
拍

子
口
傳
又
塩
／
さ
し
候
事
／
よ
き
ほ
と
な
る
へ
し
／
ち
ん
の
／
ち
ん
ち
り
と
な
る
ほ
と
よ
く
候
也
／
そ
の
ゝ
ち
同
前
／
又
蜜
ハ
よ
き
ほ

と
也
／
さ
の
ミ
口
傳
／
な
し
そ
の
ゝ
ち
か
な
う
す
ニ
て
／
さ
く
也
か
す
の
事
別
記
ニ
有
／
額
ニ
し
た
か
ふ
へ
し
／
可
秘
々
々
乱
々
／
□

候
時
な
ら
て
／
こ
れ
を
／
ミ
る
事
な
か
れ
〱
／
あ
な
か
し
こ
／
今
案
兎
角
二
つ
ゝ
香
ま
せ
て
／

（
３
紙
）
と
か
く
さ
か
う
ハ
別
な
る
事
也
／

【
資
料
５
】　

９
―
２
―
３　
「（
九
重
・
ユ
ウ
ケ
ツ
・
竹
門
主
方
三
種
合
わ
せ
様
）」

（
１
紙
）
九
重　

甘
松
二
分
一
朱　

丁
子
一
分
二
朱
／
白
檀
一
分
二
朱　

木
香
一
分
二
朱
／
良
香
三
朱　

莔
香
三
朱
／
龍
脳
二
朱　

广
香

二
朱
／
ユ
ウ
ケ
ツ
／
麝
香
一
分
二
朱　

龍
脳
二
分
／

（
２
・
紙
）
甘
松
一
分
二
朱　

阿
仙
薬
三
朱
／
安
息
香
三
朱　

白
檀
三
分
／
竹
門
主
方
／
丁
子
七
分　

白
檀
二
両
／
甘
松
一
両　

木
香
五

分
／
安
息
香
一
両　

莔
香
一
両
／
龍
脳
一
分　

章
脳
少
／

【
資
料
６
】　

24
―
３
「（
炭
方
禁
中
ヨ
リ
慶
長
元
十
二
二
傳
候
・
・
・
）」

（
１
紙
）
炭
方　

禁
中
ヨ
リ
慶
長
元
十
二
／
二
傳
候
／
沈
一
両
二
朱　

丁
二
分
／
白
一
分　

薫
一
分
／
貝
三
朱
（
或
二
朱
）
麝
二
朱
（
或
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三
朱
／
又
或
二
朱
半
）
／
口
傳
云
貝
ハ
こ
し
ら
へ
て
久
し
く
／
成
た
る
ハ
三
朱
尤
よ
ろ
し
當
座
／
こ
し
ら
へ
た
る
ハ
に
ほ
ひ
は
な
ハ
た

／
し
き
ゆ
へ
二
朱
よ
ろ
し
き
よ
し
／
故
院
仰
云
々
／
麝
も
ふ
る
く
に
ほ
ひ
な
き
ハ
三
朱
も
／
二
朱
半
も
よ
し
沈
は
善
悪
に
／
よ
り
て
二

朱
を
げ
ん
す
る
也
／
薫
物
あ
は
せ
お
ほ
く
さ
る
あ
い
た
は
／
貝
を
す
こ
し
ひ
か
へ
た
る
が
よ
ろ
し
／
き
よ
し　

仰
ら
れ
候
キ
／
く
ん
ろ

く
も
お
な
し
／
一　

黒
方
／
薫
物
の
中
ニ
殊
に
大
事
の
方
也
／

（
２
紙
）
何
の
に
ほ
ひ
と
も
し
れ
ぬ
こ
と
く
し
か
も
／
す
く
れ
て
か
う
ハ
し
き
や
う
ニ
あ
る
へ
し
／
自
余
の
方
ハ
ミ
な
そ
の
名
に
付
た
る

／
に
せ
物
の
に
ほ
ひ
な
れ
ハ
大
事
な
か
ら
／
や
す
か
る
へ
し
よ
く
〱
分
別
す
へ
し
／
く
ろ
方
と
い
ふ
心
歟
何
と
も
し
れ
ぬ
／
こ
ゝ
ろ
也　

／
本
云
／
私
云
玄
ノ
字
の
心
ニ
テ
心
得
ヘ
キ
也
／
黒
方
ニ
ハ
黒
ノ
字
を
銘
に
か
ゝ
す
／
方
ノ
字
ハ
か
り
を
書
へ
し
こ
れ
故
実
／
也
云
々

／
一　

四
季
方
／
梅
花
（
春
）
荷
葉
（
夏
）
侍
従
（
秋
）
落
葉
（
冬
）
／
此
外
古
方
ハ
く
ろ
方
な
と
也
さ
て
／
其
後
合
出
し
た
る
方
多

し
／
盧ハ

ナ

橘
タ
チ
バ
ナ　

菊キ
ツ
ク
ワ花　

千チ
ク
サ種　

仙ヤ
マ
ヒ
ト人

／
有
明　

野ノ
カ
セ風　

野ヤ

梅ハ
イ　

玉タ
マ

椿ツ
ハ
キ

／
冨
士　

春
日
野　

新
枕　

若
草
／
此
外
不
可
勝
計
／
此
内
三

光
院
説
云
菊
花
ヨ
リ
／
千
種　

野
風
を
ハ
あ
わ
せ
い
た
し
／
た
り
と
云
々
／
千
種
の
は
な
の
に
ほ
ひ
を
吹
を
く
り
／
た
る
秋
か
せ
の
に

ほ
ひ
な
る
へ
し
／
又
仙
人
も
菊
花
ヨ
リ
い
て
た
る
也
／

（
３
紙
）
仙
人
の
折
袖
に
ほ
ふ
菊
の
露
／
う
ち
は
ら
ふ
に
も
千
世
ハ
へ
ぬ
へ
し
此
哥
／
の
こ
ゝ
ろ
也
云
々
、
仙
人
の
袖
に
／
う
つ
り
た
る

き
く
の
香
な
れ
ハ
い
か
／
に
も
ほ
の
か
な
る
に
ほ
ひ
也
／
春
日
野
ハ
煙ゑ

ん

硝せ
う

を
加
ル
也
と
ぶ
／
火
の
心
あ
り
／
有
明
ハ
妙
善
院
殿
（
常
徳

院
殿　

御
母
准
后
）
／
合
せ
い
た
し
給
云
々
紹
巴
其
方
を
／
つ
た
へ
し
る
と
云
々
／
冨
士
ハ
常
の
黒
方
ニ
生
脳
を
く
ハ
へ
／
た
る
物
也

と
そ　

陽
光
院
の
仰
／
あ
り
し
但
生
脳
の
分
両
を
ハ
／
た
し
か
ニ
不
覚
悟
也
／
香
具
事
／
一　

蜜
／
見
様
の
事
爪
の
上
ニ
す
こ
し
／
を

き
て
ミ
る
に
な
ら
る
ゝ
心
あ
る
ハ
悪
シ
／
玉
の
こ
と
く
ニ
成
て
い
か
に
も
さ
ら
〱
／
と
し
た
る
よ
し
高
麗
蜜
ハ
つ
き
也
／
さ
た
う
の
入

た
る
ハ
必
な
た
る
ゝ
也
／
一　

ね
り
や
う
の
事
／
湯
せ
ん
ニ
す
る
也
、
間か

ん

鍋な
へ

よ
し
わ
ら
／
に
て
ち
や
わ
ん
の
す
ハ
る
程
に
輪
を
し
て
／

す
ふ
へ
し
な
へ
に
し
き
に
茶
わ
ん
／
を
す
へ
た
れ
は
あ
し
ゝ
、
さ
て
湯
ハ
／
ち
や
わ
ん
の
中
の
蜜
よ
り
も
／
少
下
ニ
あ
る
へ
し
蜜
よ
り
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も
／

（
４
紙
）
上
へ
湯
あ
か
れ
ハ
は
茶
碗
わ
る
ゝ
也
／
火
を
ハ
ゆ
る
〱
と
さ
の
ミ
つ
よ
か
ら
／
ぬ
や
う
に
し
て
そ
ろ
〱
と
ね
る
／
へ
し
う
へ
に

う
か
ふ
泡あ

ハ

を
竹
の
／
は
し
に
て
の
く
へ
し
あ
は
の
た
ち
／
や
む
を
か
き
り
に
ね
る
也
又
泡
の
／
す
こ
し
も
た
ゝ
ぬ
蜜
あ
り
是
は
／
一
た

ん
あ
し
き
也
不
可
用
云
々
／
さ
て
ね
り
た
る
蜜
を
水
の
中
に
／
ち
や
わ
ん
に
ひ
や
し
て
を
く
へ
し
／
さ
て
あ
わ
せ
さ
ま
に
布
に
て
こ
す

へ
し
／
ね
り
た
る
ミ
つ
に
塩
の
と
け
て
／
水
に
な
り
た
る
を
入
る
也
も
し
と
け
／
た
る
塩
な
く
ハ
蜜
を
と
り
分
て
し
ほ
／
を
と
き
て
入

へ
し
水
に
て
と
き
た
る
／
は
あ
し
き
也
か
く
の
こ
と
く
し
た
る
／
蜜
に
て
あ
は
せ
た
る
ハ
何
程
を
き
て
／
も
く
る
し
か
ら
ぬ
也
是
あ
は

せ
さ
ま
／
の
事
也
／
一　

入
物
ハ
茶
碗
の
も
の
よ
し
／
一　

沈
香
／
一
香
の
品
の
事
さ
の
ミ
上
〱
の
／
沈
香
迦
羅
ま
な
む
は
ん
以
下
の

／
一
か
ど
に
ほ
ひ
あ
る
ハ
あ
し
く
く
ろ
ミ
／
な
ど
の
す
ぎ
た
る
も
あ
し
ゝ
き
め
に
て
／
何
と
な
き
に
ほ
ひ
な
る
し
か
る
へ
し
／
一　

き

さ
ミ
様
の
事
／
轉
法
輪
の
流
に
ハ
ほ
そ
く
わ
り
少
々
／
け
つ
り
て
四
方
に
き
さ
む　

勅
作
／

（
５
紙
）
に
ハ
た
ゝ
う
す
く
き
さ
ミ
て
手
に
て
／
も
ミ
く
た
く
や
う
に
し
て
用
也
／
一　

ふ
る
い
ハ
竹
の
こ
ま
か
な
る
と
を
し
／
に
て
ふ

る
ふ
へ
し
又
も
ぢ
の
布
／
の
ふ
と
き
ふ
る
い
も
よ
し
／
一　

禾の
ぎ

ニ
成
た
る
を
ハ
の
そ
き
す
つ
へ
し
／
又
粉こ

ニ
な
り
た
る
を
も
こ
ま
か
な

る
／
ふ
る
い
に
て
の
そ
く
へ
し
此
二
色
／
入
た
る
ハ
に
ほ
ひ
あ
し
き
也
／
一　

丁
香
／
一　

香
具
事
折
て
ミ
る
に
し
る
の
／
お
ほ
き
を

用
へ
し
い
か
に
も
上
品
／
を
ゑ
ら
ふ
事
也
／
一
枝
丁
子
母ボ

丁
子
又
花
の
處
を
／
制せ

い
し

の
そ
く
へ
し
／
一　

沈
香
な
と
ハ
異
香
す
く
な
き

故
ニ
／
き
さ
ミ
て
用
丁
子
な
と
ハ
に
ほ
ひ
／
は
な
は
た
し
そ
れ
は
き
さ
む
に
／
を
よ
は
す
鉞
臼
に
て
つ
き
く
た
き
／
た
る
ハ
品
也
／
一　

ふ
る
い
ハ
精
好
也
自
余
の
か
う
〱
／
の
ふ
る
い
に
お
な
し
／
一　

母
丁
子
花
丁
子
ハ
時
に
よ
り
て
／
用
る
事
あ
り
方
に
あ
る
へ
し
／
右

口
傳
云
花
丁
子
ハ
本
の
丁
子
／
を
入
れ
ハ
に
ほ
ひ
過
る
又
少
に
ほ
ひ
／
ふ
そ
く
な
る
時
ハ
可
用
々
々
母
丁
子
／
ハ
方
に
よ
り
て
入
る
事

あ
り
／

（
６
紙
）
〇
／
一　

ほ
し
に
ハ
丁
子
の
粉
を
蜜
に
ね
り
／
あ
は
せ
て
用　

ね
り
た
る
蜜
の
あ
た
ゝ
／
か
な
る
時
ね
り
あ
は
せ
て
さ
ま
し
／
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て
沈
麝
を
ハ
付
て
ほ
す
へ
し
／
一　

甲
香
／
一　

煎コ

様ヤ
ウ
ノ

事
／
鐵て

つ

の
鍋な

べ

ニ
只
の
灰
を
入
テ
水
に
て
／
よ
く
〱
煎
す
る
也
程
ら
い
ハ
二
重

に
／
を
り
て
ミ
る
に
お
れ
ぬ
程
に
煎
す
／
へ
し
此
せ
ん
す
る
ハ
く
さ
け
を
い
た
／
さ
ん
た
め
ハ
か
り
也
／
一　

す
り
様
の
事
／
貝
の
ふ

た
の
内
ニ
取
つ
き
た
る
跡
た
か
く
／
し
て
あ
る
也
そ
れ
を
は
つ
り
お
と
し
て
／
こ
そ
け
た
る
よ
し
貝
の
取
付
た
る
／
ゆ
へ
に
く
さ
け
の

ふ
か
き
也
外
の
方
／
ハ
泥で

い
ど土

の
し
ミ
た
る
也
い
か
に
も
う
す
く
／
ミ
へ
す
く
や
う
ニ
す
り
た
る
よ
き
也
／
か
ハ
ら
に
あ
て
ゝ
す
り
た
る

が
よ
き
／
な
り
ゆ
ひ
の
は
ら
ニ
か
ミ
を
あ
て
ゝ
／
す
れ
ハ
て
を
そ
ん
ぜ
す
し
て
よ
き
也
／
一　

す
り
た
る
か
い
か
う
を
調と

ゝ
の

へ
や
う
く

す
り
／
な
へ
ニ
水
を
入
テ
さ
じ
に
て
蜜
／
を
入
て
煎
す
る
也
火
を
つ
よ
く
し
て
／
一
時
ハ
か
り
せ
ん
す
水
も
蜜
も
か
い
／
香
の
多
少
に

よ
る
へ
し
せ
ん
す
る
／
時
蜜
ハ
か
り
甲
香
に
し
ミ
付
た
る
也
／
此
ほ
と
ら
い
一
段
大
事
也
取
上
て
／

（
７
紙
）
ミ
れ
ハ
少
シ
手
ニ
に
と
〱
と
す
る
／
心
あ
る
程
よ
し
さ
て
水
な
う
に
て
／
こ
し
て
き
よ
き
水
に
て
二
三
反
／
あ
ら
ふ
へ
し
さ
て

鐵
の
あ
ふ
り
こ
／
に
て
紙
を
ひ
と
へ
し
き
て
火
を
／
ぬ
る
〱
と
し
て
あ
ふ
る
也
紙
ハ
／
美
濃
紙
の
上
よ
し
鳥
の
こ
は
／
次
也
杉
原
を
ハ

か
つ
て
不
可
用
／
く
さ
け
の
あ
る
ゆ
へ
也
鐵
の
あ
ふ
り
／
こ
な
く
ハ
竹
の
に
て
も
く
る
し
／
か
ら
す
但
此
時
ハ
紙
を
二
重
／
も
し
く
へ

し
竹
は
し
に
て
か
へ
し
／
あ
ふ
る
へ
し
／
一　

あ
ふ
る
程
ら
い
の
事
／
ゆ
ひ
に
て
く
た
く
に
ほ
ろ
り
と
す
る
／
様
ニ
あ
ふ
り
た
る
よ
し

せ
ん
す
る
時
／
蜜
を
過
せ
ハ
し
ハ
〱
と
し
て
／
く
た
け
ぬ
也
そ
れ
を
あ
ふ
り
過
せ
ハ
／
猶
し
ハ
〱
と
な
る
也
又
蜜
を
ひ
か
へ
／
た
る
ハ

に
ほ
ひ
ふ
そ
く
な
る
心
あ
り
／
此
た
ん
か
う
入
さ
れ
は
不
成
事
也
／
一　

尋じ
ん
じ
や
う常

に
ハ
湯
に
蜜
を
入
甲
香
を
／
ひ
た
し
て
其
ま
ゝ
と
り

い
た
し
て
／
あ
ふ
る
也
是
ハ
達
匠
の
仕
様
也
／
一　

蜜
に
て
せ
ん
す
る
ハ
甲
香
に
蜜
を
／
よ
く
〱
し
ま
せ
ん
た
め
也
蜜
に
て
／
煎
た
る

う
へ
ハ
い
か
や
う
に
水
に
て
あ
ら
／
い
て
も
か
い
か
う
に
水
ハ
し
ま
ぬ
也
／

（
７
紙
止
）
一　

或
説
す
り
甲
香
ニ
蜜
を
ぬ
り
／
て
く
ろ
く
な
る
ほ
と
火
に
て
じ
き
／
に
や
き
て
も
お
な
し
／
或
説
此
と
ゝ
の
へ
や
う
ハ

い
そ
く
時
／
の
用
事
也
し
せ
ん
ハ
可
用
也
／
中
品
也
／
一　

篩フ
ル
イ

甲
香
の
あ
ら
き
ハ
あ
し
き
／
一
た
ん
と
こ
ま
か
な
る
せ
い
か
う
を
／

用
へ
し
／
一
く
す
り
く
た
き
に
て
を
ろ
す
へ
し
／
（
裏
面
墨
付
な
し
）
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（
薫
物
の
ほ
う
さ
ま
〱
な
れ
と
も
・
・
・
）

（
表
紙
・
表
）（
墨
付
無
し
）
／
（
表
紙
・
見
返
し
）（
墨
付
無
し
）
／
（
１
・
表
）（
墨
付
無
し
）
／
（
１
・
裏
）（
墨
付
無
し
）
／

（
２
・
オ
）
薫
物
の
ほ
う
さ
ま
〱
な
れ
と
も
つ
ね
／
に
あ
は
す
る
は
六
さ
く
な
り
／
「
梅
花
「
黒
方
「
侍
従
／
「
落
葉
「
菊
花
「
荷
葉
／

是
ハ
時
に
し
た
か
ひ
て
昔
の
人
ハ
／
あ
は
せ
候
へ
と
も
今
の
世
に
は
時
し
も
／
み
え
す
春
ハ
は
い
花
梅
の
花
の
／
に
ほ
ひ
に
似
た
る
夏

ハ
か
よ
う
は
す
／
の
花
の
香
に
か
よ
へ
り
秋
は
落
葉
紅
／
葉
の
ち
る
比
心
す
こ
き
匂
ひ
な
り
冬
ハ
／

（
２
・
ウ
）
菊
花
き
く
の
花
の
香
に
こ
と
な
ら
す
／
小
野
の
宮
殿
の
方
に
は
長
生
久
／
観
の
香
な
り
と
し
る
さ
れ
た
り
黒
／
方
ハ
冬
ふ
か

く
さ
ゑ
た
る
に
あ
さ
か
ら
／
ぬ
に
ほ
ひ
な
り
侍
従
ハ
秋
風
せ
う
さ
く
／
と
し
て
心
よ
く
き
ほ
と
に
よ
そ
へ
た
り
／
か
ゝ
れ
と
い
ま
の
世

に
く
ろ
ほ
う
の
ミ
そ
／
あ
は
す
る
香
の
草
す
く
な
く
し
て
／
そ
の
匂
ひ
す
く
れ
た
る
遊
へ
な
り
／
か
な
う
す
の
次
第
／

（
３
・
表
）「
沈
「
丁
子
「
白
檀
「
薫
陸
「
貝
香
／
あ
る
方
に
ハ
す
く
な
き
香
よ
り
ま
つ
／
つ
く
へ
し
と
あ
り
ち
ん
を
は
の
ち
に
つ
く
／
へ

き
也
香
の
か
は
ら
ん
た
ひ
こ
と
に
／
か
な
う
す
き
ね
を
よ
く
の
こ
ふ
へ
し
／
い
ま
た
あ
は
せ
ぬ
さ
き
に
ハ
香
と
も
よ
く
／
へ
ち
〱
に
す

へ
し
ち
り
は
か
り
も
／
か
よ
ひ
ぬ
れ
ハ
香
を
う
し
な
ふ
沈
／
丁
子
ハ
こ
と
に
な
か
あ
し
き
物
な
り
／
も
ろ
〱
の
香
を
ふ
る
う
と
き
／

（
３
・
裏
）
か
ま
へ
て
風
に
あ
て
す
し
て
し
つ
／
か
に
ふ
る
ふ
へ
し
あ
ら
く
す
れ
ハ
か
う
／
あ
ら
く
又
こ
ま
か
な
れ
ハ
ミ
め
ハ
よ
／
け
れ

と
も
た
く
時
ふ
く
れ
あ
か
り
て
／
と
く
か
へ
し
の
か
に
な
る
也
こ
れ
を
よ
く
／
か
ま
へ
て
よ
き
ほ
と
に
す
へ
し
／

　

和
合
次
第
／
■
黒
方
／
「
沈
「
貝
香
「
麝
香
「
白
檀
「
薫
陸
「
丁
子　

有
口
傳
／
散
和
合
様
／
は
こ
の
ふ
た
の
上
に
う
す
や
う
を
二
三
／

（
４
・
表
）
ま
い
し
き
て
其
う
へ
に
む
ら
な
く
沈
を
／
を
き
て
そ
の
う
へ
に
か
い
か
う
つ
き
に
／
く
ん
ろ
く
ひ
や
く
た
ん
丁
子
を
次
第
／

の
こ
と
く
む
ら
な
く
を
き
て
か
き
／
あ
は
せ
て
梅
の
か
た
な
に
て
か
う
／
し
を
つ
け
て
（
図
）
麝
香
を
こ
の
／
か
う
し
の
う
ち
に
ふ
り

て
又
む
ら
な
く
／
か
き
あ
は
せ
て
の
ち
こ
れ
を
よ
く
こ
ゝ
／
ろ
ミ
る
へ
し
も
ろ
〱
の
香
の
／
す
ゝ
ミ
を
く
れ
た
る
を
か
き
わ
か
ち
て
／

（
４
・
裏
）
今
度
の
に
て
か
け
ん
す
へ
し
こ
の
／
た
ひ
ハ
「
丁
「
白
「
薫
「
貝
「
沈
と
／
を
き
て
は
し
め
の
こ
と
く
か
き
合
／
て
さ
か
う
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を
ふ
る
へ
し
有
口
傳
／
其
後
一
夜
を
へ
て
か
な
う
す
に
／
入
て
あ
ま
つ
ら
を
入
て
つ
き
合
へ
し
／
つ
き
ひ
ろ
け
ら
れ
た
る
を
か
き
め
／

は
せ
〱
し
て
む
ら
な
く
つ
か
ん
と
す
／
へ
し
二
両
あ
は
せ
に
ハ
千
五
百
き
／
ね
つ
く
へ
し
あ
し
き
な
と
ハ
五
六
百
も
つ
く
よ
し
／

（
５
・
表
）
う
つ
む
事
／
春
夏
（
三
日
）
秋
冬
（
五
日
よ
し
）
雨
露
の
か
ゝ
ら
／
ぬ
所
の
つ
ち
を
ほ
り
て
つ
ほ
に
入
／
口
を
よ
く
〱
つ
ゝ

ミ
て
う
つ
む
也
／
貝
香
し
た
ゝ
む
る
や
う
／
水
に
て
よ
く
あ
ら
ひ
て
一
夜
酒
に
／
ひ
た
し
て
の
ち
あ
く
ま
て
や
は
ら
／
か
に
な
る
程
せ

ん
し
て
取
あ
け
て
／
手
の
す
ち
の
す
く
程
に
う
す
く
／
こ
そ
け
て
後
又
あ
ら
ふ
事
数
を
／

（
５
・
裏
）
ほ
か
る
へ
し
其
後
あ
ま
つ
ら
を
／
水
に
て
う
す
〱
と
の
へ
て
ぬ
り
／
せ
ん
す
へ
し
又
水
に
て
そ
と
あ
ら
／
ひ
て
日
に
ほ
し
て

こ
に
す
へ
し
ほ
ん
ハ
／
こ
の
や
う
な
れ
と
日
に
て
ハ
き
と
な
ら
／
す
か
こ
に
う
す
や
う
を
し
き
て
い
か
／
に
も
火
を
ぬ
る
〱
と
ふ
か
く

う
つ
ミ
／
て
其
上
に
て
か
ミ
の
上
に
か
い
か
う
／
を
な
ら
へ
て
あ
ふ
る
へ
し
か
い
か
う
を
／
を
り
て
ミ
る
に
は
ら
〱
と
わ
る
ゝ
／

（
６
・
表
）
程
な
る
へ
し
か
う
た
い
猶
口
傳
に
あ
り
／
あ
ま
つ
ら
ね
る
や
う
／
火
を
よ
く
お
こ
し
て
は
い
に
ふ
か
く
／
う
つ
ミ
て
手
を
ゝ

く
に
ぬ
る
く
あ
る
／
程
に
し
て
か
ら
か
ね
の
ひ
さ
け
に
／
入
て
火
と
ひ
さ
け
と
あ
ひ
二
三
寸
は
／
か
り
を
き
て
せ
ん
す
へ
し
は
し
に
て

／
ひ
き
あ
く
る
に
ち
き
れ
ぬ
ほ
と
ゝ
あ
り
／
但
そ
の
し
つ
く
を
つ
め
の
上
に
お
く
に
／
わ
き
へ
こ
ほ
れ
ぬ
程
よ
し
と
す
ね
る
／

（
６
・
裏
）
ほ
と
ハ
又
あ
ま
つ
ら
に
よ
り
て
用
捨
あ
る
也
／

（
７
・
表
）
黒
方　

絵
や
う
松
鶴
／
「
沈
四
両　

丁
二
両
／
白
二
分　

薫
一
分
／
貝
一
両　

麝
一
分
／
又
／
「
沈
五
両　

丁
二
両
半
／
白

一
両　

く
ん
一
両
／
か
い
一
両　

さ
二
分
半
／
「
沈
四
両　

丁
二
両
／
貝
一
両　

薫
一
分
／

（
７
・
裏
）
白
一
分　

麝
二
分
／
「
沈
二
両　

丁
子
一
両
／
貝
香
二
分　

く
ん
六
三
朱
／
白
た
ん
二
分　

さ
香
一
分
／
「
沈
四
両　

丁
二

両
／
貝
一
両　

薫
一
分
／
白
一
分　

麝
一
分
／
「
ち
ん
四
両　

ち
ゃ
う
二
両
／
か
い
一
両　

く
ん
一
両
／
ひ
や
く
一
両　

さ
一
分
／

（
８
・
表
）
梅
花　

梅
の
花
を
入
事
口
傳　

春
も
ち
ゐ
候
／
「
沈
四
両　

丁
子
二
両
／
貝
香
二
分　

甘
松
二
朱
／
麝
香
二
朱
／
「
ち
ん
四

両　

ち
ゃ
う　

二
両
／
か
い
三
分　

か
ん
二
分
／
く
ん
一
分　

さ
一
分
／
「
沈
五
両　

丁
子
一
両
／
貝
香
一
両
（
小
）　

か
ん
松
二
分
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／
さ
か
う
二
分
（
大
）
／

（
８
・
裏
）
白は

く
は
い梅

／
「
ち
ん
一
両　

丁
二
分
（
小
）
／
貝
一
分
半　

薫
一
朱
／
白
二
朱　

甘
半
朱
／
う
こ
ん
半
朱　

さ
か
う
半
朱
／
荷
葉
（
夏　

し
や
う
れ
ん
葉
）
／
「
ち
ん
三
両　

か
ん
松
三
分
／
か
い
か
う
一
両
一
分　

白
た
ん
一
分
／
う
こ
ん
一
朱　

く
ん
六
二
分
／
く
わ
か
う

二
分　

丁
子
一
両
半
／

（
９
・
表
）
さ
香
一
分
半
／
「
沈
四
両　

甘
三
朱
／
貝
一
両
半
／
白
一
朱　

鬱
一
分
／
霍
二
朱
半　

丁
一
両
二
分
／
青
木
一
朱　

安
息
香

一
朱
／
盧
橘
（
ゑ
や
う
し
や
し
け
ん
）
／
「
沈
四
両　

丁
二
両
／
貝
一
両
一
分　

青
木
一
朱
／
く
わ
か
う
一
分　

そ
か
う
ゆ
一
朱
／
菊

花
（
秋
き
く
ニ
有
口
傳
）
／

（
９
・
裏
）「
沈
四
両　

丁
一
両
／
貝
三
分　

薫
三
朱
／
甘
三
朱　

麝
一
分
／
「
ち
ん
二
両　

ち
や
う
一
両
／
か
い
三
分　

く
ん
三
朱
／
か

ん
三
朱　

さ
二
分
／
「
沈
二
両　

丁
二
分
／
貝
一
分
半　

薫
一
朱
半
／
甘
一
朱
半　

麝
三
朱
／
侍
従
（
紅
葉
を
か
た
と
る
）
／

（
10
・
表
）「
沈
四
両　

丁
二
両
／
貝
一
両　

甘
一
両
／
麝
一
分
／
「
沈
両本

ノ
マ両ゝ　

丁
子
二
両
／
貝
香
一
両　

甘
松
一
分
／
占
唐
一
分
三
朱
／

「
沈
二
両　

丁
一
両
／
貝
一
分　

甘
一
朱
／
鬱
一
朱
／
「
ち
ん
二
両　

ち
や
う
一
両
／

（
10
・
裏
）
貝
一
分
二
朱　

甘
一
分
／
白
一
分
／
千
種
／
「
ち
ん
五
両　

丁
子
二
両
／
か
い
香
一
両　

白
た
ん
一
両
／
く
ん
六
一
両　

う

こ
ん
一
両
／
か
ん
せ
う
二
分　

さ
香
二
分
／

（
11
・
表
）
黒
方
／
一
沈
香
四
両
（
如
常
）
／
一
丁
子
二
両
（
薫
衣
香
ナ
ト
ニ
入
タ
ル
風
ノ
引
タ
ル
ヲ
）
／
一
白
檀
三
両
三
分
（
如
常
）

／
一
貝
香
二
分
（
諱
火
ウ
ス
ク
ス
リ
ヲ
ロ
シ
水
ヒ
三
十
返
カ
ケ
ホ
シ
）
／
一
薫
陸
二
分
（
如
常
）
／
一
麝
二
分
二
朱
（
如
常
）
／
麝
大

形
ニ
ス
リ
テ
薫
陸
ト
ス
リ
合
／
調
合
也
／

（
11
・
裏
）
以
今
出
川
前
内
府
（
公
規
公
）
所
持
／
故
筆
之
本
令
書
畢
／
元
禄
五
五
朔　

兵
部
尚
書
（
花
押
）
親
王

（
12
・
表
）（
墨
付
無
し
）
／
（
12
・
裏
）（
墨
付
な
し
）
／
（
裏
表
紙
・
裏
）（
墨
付
無
し
）
／
（
裏
表
紙
・
表
）（
墨
付
無
し
）（
了
）
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「（
四
辻
家
相
伝
薫
物
伝
書
）」

（
表
紙
・
表
）　
（
墨
付
け
無
し
）（
表
紙
・
裏
）（
墨
付
け
無
し
）

（
１
・
表
）（
墨
付
け
無
し
）
／
（
１
・
裏
）（
墨
付
け
無
し
）

（
２
・
表
）
△
黒
方
／
「
沈
・
四
両
（
細
ニ
ワ
リ
テ
虫
ク
ヒ
木
ノ
ク
チ
ナ
ト
ヲ
ケ
ツ
リ
テ
／
米
ノ
ツ
フ
ナ
ト
ホ
ト
ニ
キ
サ
ム
ア
マ
リ
細
ク

粉
ニ
シ
タ
ル
ハ
悪
シ
）
／
少
ヲ
モ
ク
テ
モ
／
不
苦
／
「
丁
子
・
二
両
（
花
ヲ
サ
リ
目
ヲ
サ
リ
テ
キ
サ
ミ
ヲ
ロ
シ
フ
ル
ウ
）
／
同
／
「
甲

香
・
一
両
（
水
ニ
テ
ヨ
ク
ア
フ
リ
フ
ル
ウ
又
蜜
ヲ
水
ニ
テ
／
古
酒
ノ
色
ホ
ト
ニ
ノ
ヘ
其
蜜
ニ
ツ
ケ
テ
ア
フ
リ
コ
ニ
テ
／
ア
フ
リ
其
後
キ

サ
ミ
フ
ル
ウ
）
／
少
カ
ロ
キ
カ
ヨ
シ
／
「
白
檀
・
二
分
（
ソ
ノ
マ
ヽ
キ
サ
ミ
フ
ル
ウ
）
／
同
／
「
薫
陸
・
一
分
二
朱
（
ソ
ノ
マ
ヽ
ヲ
ロ

シ
フ
ル
ウ
）
／
少
カ
ロ
ク
入
タ
ル
カ
ヨ
シ
ナ
ラ
ヒ
也
）
／
「
麝
香
・
二
分
（
ヨ
ク
ス
リ
毛
ヲ
ヱ
ラ
ヒ
チ
リ
ヲ
ヱ
ラ
ヒ
／
テ
フ
ル
フ
）
／

少
シ
ヲ
モ
ク
テ
モ
ヨ
シ
／
「
蜜　

金
ハ
チ
ニ
入
ア
ハ
ノ
タ
ヽ
ヌ
ホ
ト
ニ
湯
セ
ン
ニ
〆
／
ア
ハ
ヲ
ト
ル
也
／

（
２
・
裏
）「
重
様
之
叓
／
「
一
番
沈
二
番
「
丁
子
三
「
甲
香
四
「
白
檀
五
「
薫
物
（
陸
歟
）
六
「
麝
香
／
「
先
一
番
ニ
沈
を
文
匣
ノ
フ
タ

な
と
の
や
う
な
る
い
か
に
も
ろ
く
な
る
物
ニ
／
と
り
の
こ
を
敷
其
上
へ
沈
を
さ
じ
に
て
い
か
に
も
ろ
く
ニ
し
て
／
其
上
へ
さ
じ
に
て
丁

子
を
ま
ん
へ
ん
な
る
や
う
／
に
ふ
る
ひ
か
け
そ
れ
を
さ
じ
に
て
よ
く
ま
し
る
様
ニ
／
ま
ず
へ
し
い
つ
れ
も
如
此
次
第
右
ニ
見
タ
リ
／

「
麝
香
を
ハ
「
沈
「
丁
「
甲
「
白
「
薫
を
合
せ
た
る
粉
を
ろ
／
く
に
な
を
し
て
其
ニ
（
九
字
の
形
）
此
や
う
に
筋
を
／
引
其
筋
の
中
へ

ふ
る
ひ
か
く
る
也
／
蜜
よ
き
ほ
と
に
入
て
金
臼
ニ
入
三
千
つ
く
へ
し
成
程
／
五
千
六
千
も
つ
く
ほ
と
よ
し
／
夏
は
蜜
少
な
か
る
へ
し

「
塩
又
黒
ニ
口
傳
有
之
／

（
３
・
表
）
△
仙
人　

伏
見
殿
方
／
「
沈
二
両
「
丁
子
一
両
「
白
一
朱
「
薫
一
朱
「
麝
一
分
／
△
黒
方　

勅
方
／
「
沈
三
両
「
丁
一
両
二

分
「
白
三
分
「
薫
三
分
／
「
貝
香
二
分
一
朱
「
麝
一
分
二
朱
／
「
薫
衣
香
／
「
か
ん
せ
う
三
両
「
く
わ
か
う
二
両
／
「
沈
一
両
「
丁
子

一
両
二
分
「
さ
か
う
の
か
わ
一
両
（
こ
ま
か
に
／
き
さ
む
）
／
「
白
た
ん
三
分
（
こ
ま
か
に
／
け
つ
り
て
／
あ
わ
せ
）
／
「
う
こ
ん
二
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分
「
く
ん
ろ
く　

二
分
／
い
つ
れ
も
き
さ
ミ
て
こ
ま
か
に
し
て
あ
わ
す
／

（
３
・
裏
）「
同
／
「
丁
子
二
両
二
分
「
甘
松
一
両
二
分
／
「
く
わ
か
う
一
分両

二
分
「
せ
ん
き
う
一
分
／
「
し
や
う
か
う
一
分
／
き
ね
に
〇

こ
れ
ほ
と
に
つ
ゝ
ミ
て
中
へ
灯
心
／
を
入
く
わ
へ
て
口
を
ゆ
ひ
て
一
袋
ニ
一
つ
ヽ
入
よ
、
／
「
け
い
し
ん
一
分
「
た
う
き
一
分
／
「
う

い
き
や
う　

一
朱
（
か
は
ら
け
に
て
い
り
て
上
の
か
は
を
て
つ
す
）
／
以
上
／
黒
方　

四
季
通
用
祝
言
之
時
も
用
之
也
／
「
一
沈
四
両

「
一
丁
子
二
両
／

（
４
・
表
）「
一
貝
香
一
両
「
一
薫
陸
一
分
／
「
一
白
檀
一
分
「
一
麝
香
二
分
／
「
黒
方
「
秘
中
極
秘
也
／
「
一
沈
（
一
分
ヒ
カ
）「
一
丁

二
分
一
朱
／
「
一
白
一
分
一
朱
「
一
薫
三
朱
／
「
一
貝
（
一
朱
ヒ
カ
）「
一
麝
（
一
朱
マ
ス
）
一
朱
／
麝
ハ
一
朱
ヲ
二
度
ニ
ワ
リ
テ
入

也
／
「
沈
「
貝
「
白
「
薫
「
丁
「
麝
以
上
／
「
梅
花
（
春
）
／
「
一
沈
四
両
「
一
丁
二
両
／

（
４
・
裏
）「
一
貝
二
分
「
一
甘
松
二
朱
／
「
一
麝
二
朱
／
荷
葉
（
夏
）
／
「
一
沈
七
両
二
分
「
一
甘
松
一
分
／
「
一
貝
二
両
二
分
「
一
丁

二
両
二
分
／
「
一
霍
一
分
四
朱
「
一
白
一
分
二
朱
／
「
一
う
こ
ん
三
分
「
一
安
息
香
一
分
／
「
菊
花
（
秋
）
／
「
沈
二
両
「
丁
子
一
両

／
「
貝
二
分
「
薫
三
朱
／

（
５
・
表
）「
甘
松
三
朱
「
麝
一
分
／
侍
従
（
冬
是
を
用
口
傳
）
／
「
沈
四
両
「
丁
子
二
両
／
「
貝
三
分
「
甘
一
分
三
朱
／
「
占セ

ン
た
う唐

一
分
三

朱
（
代
あ
り
口
傳
）
以
上
／
「
く
の
へ
香
の
方
／
「
梅
花
香　

後
白
川
右
府
御
し
ん
さ
く
／
「
か
ん
せ
う
三
両
「
く
わ
か
う
二
両
／
「
丁

子
二
分
二
朱
「
し
つ
く
し
や
一
朱
／
「
木
香
一
分
／
「
せ
ん
き
う
一
朱
／

（
５
・
裏
）「
麝
の
へ
そ
の
皮
三
朱
「
白
た
ん
二
分
／
「
く
ん
ろ
く
一
分
／
「
や
く
し
ゆ
と
ゝ
の
へ
や
う
／
「
一
か
ん
せ
う
ハ
あ
ま
の
く
こ

ん
の
や
う
な
る
／
さ
け
に
ひ
た
し
て
一
夜
を
き
て
し
ほ
り
／
あ
け
て
よ
る
の
寝
む
し
ろ
の
下
に
よ
く
／
つ
ゝ
ミ
て
そ
の
う
へ
に
い
ね
て

し
き
ほ
す
／
「
一
く
わ
か
う
ハ
あ
つ
き
き
ね
に
つ
ヽ
ミ
て
泉
／
に
て
六
七
と
ふ
り
す
ヽ
き
て
し
ほ
り
あ
／
け
て
か
け
ほ
し
に
す
る
也
／

「
一
残
の
や
く
し
ゆ
ハ
き
さ
ミ
て
木
き
ね
に
／
て
あ
ら
く
つ
き
て
な
す
ら
へ
て
相
成
の
／
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（
６
・
表
）
用
香
に
に
ほ
ふ
道
理
と
し
り
て
た
き
／
ぬ
れ
は
あ
し
き
も
の
さ
り
よ
き
事
成
／
た
り
菩
薩
聖
衆
に
も
ち
か
つ
き
福
／
得
幸
も

心
に
か
な
ふ
へ
し
と
心
へ
／
ぬ
れ
ハ
そ
の
匂
ひ
も
ち
か
う
あ
り
て
よ
く
／
ふ
か
ゝ
る
へ
く
侍
な
れ
た
ヽ
い
ろ
〱
に
ふ
（
け
り
か
に
）
／

ふ
け
る
へ
き
中
た
ち
と
は
か
り
し
れ
／
ら
ん
人
ハ
あ
わ
せ
ま
な
は
ん
も
う
き
世
／
一
の
人
の
心
に
も
な
を
あ
ま
ね
く
ハ
か
な
／
ひ
か
た

か
る
へ
し
と
な
ん
／
「
薫
物
相
承
次
第
／
「
一
秤
斤
目
事

（
６
・
裏
）
六
朱
を
一
分
と
す
、
四
分
を
一
両
と
す
十
二
（
カ
）
両
／
を
小
の
一
斤
と
す
卅
八
両
を
大
の
一
斤
と
す
小
の
／
三
両
を
大
の

一
両
と
す
小
の
三
分
を
大
の
一
／
分
と
す
／
「
一
お
も
し
の
を
ほ
そ
く
と本

ノ

へマ

しヽ
多
分
馬
尾
し
か
り
／
「
一
か
な
う
す
の
次
第
／
「
一
沈

白
檀
薫
陸
貝
香
丁
子
／
あ
る
方
に
ハ
す
く
な
き
香
よ
り
先
つ
く
と
／
あ
り
沈
を
ハ
の
ち
に
つ
く
へ
き
也
／
「
今
案　

沈
白
檀
薫
陸
貝
香

丁
子
／
（
如
此
口
傳
）
／

（
７
・
表
）「
一
か
な
う
す
あ
ま
た
に
て
一
度
に
程
な
く
つ
き
／
い
た
せ
と
有
い
つ
れ
も
つ
き
て
程
へ
ぬ
れ
ハ
わ
ろ
し
／
い
そ
き
〱
あ
は
す

へ
し
こ
と
に
沈
は
か
り
つ
き
／
て
を
く
へ
か
ら
す
匂
う
せ
て
わ
ろ
し
／
「
一
香
の
か
は
ら
ん
た
ひ
こ
と
に
金
臼
き
ね
を
能
〱
／
の
こ
ふ

へ
し
い
ま
た
あ
は
せ
ぬ
さ
き
に
は
香
と
も
／
へ
ち
〱
に
を
く
へ
し
ち
り
は
か
り
も
香
の
／
か
よ
ひ
ぬ
れ
ハ
香
を
う
し
な
ふ
沈
丁
子
ハ
／

こ
と
に
中
の
あ
し
き
も
の
な
り
／
「
一
香
と
も
お
ほ
く
い
れ
て
金
臼
の
は
た
を
は
／

（
７
・
裏
）
の
こ
せ
金
う
す
の
は
た
ハ
く
さ
き
物
な
め
り
／
「
一
金
う
す
の
口
の
め
く
り
に
紙
を
た
て
ゝ
き
ね
に
／　

ゆ
ひ
つ
け
て
す
き

ま
な
く
て
つ
く
へ
し
け
を
／
も
ら
す
へ
か
ら
す
香
を
う
し
な
は
し
か
た
め
也
／
も
ろ
〱
の
香
の
か
ハ
た
ゝ
そ
の
け
に
あ
る
也
／
風
に
ふ

か
れ
て
は
時
か
ね
て
い
た
く
か
う
は
し
き
を
／
わ
ろ
し
と
い
ふ
け
を
た
て
す
か
を
ち
ら
さ
て
／
あ
ま
つ
ら
あ
は
せ
を
し
つ
れ
ハ
花
や
か

な
る
／
に
ほ
ひ
あ
る
也
／
「
一
沈
を
は
両
数
に
一
二
両
は
か
り
あ
／

（
８
・
表
）
ま
り
て
つ
く
へ
し
／
「
一
篩ふ

る
い

事
／
ふ
る
い
に
ハ
む
ら
な
く
う
す
き
ぬ
を
を
ハ
る
也
／
臼
た
ん
か
い
香
の
ふ
る
い
め
の
こ
ま
か

成
へ
し
／
沈
丁
子
ハ
め
あ
ら
か
る
へ
し
／
「
一
く
ん
ろ
く
ハ
物
に
つ
き
て
ふ
る
ひ
に
も
も
ら
ぬ
ハ
／
ま
へ
に
つ
き
た
る
白
た
ん
を
ち
と
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と
り
分
て
く
し
／
て
つ
き
ふ
る
ふ
へ
し
こ
の
事
秘
す
へ
し
／
「
一
も
ろ
〱
の
香
と
も
ふ
る
ふ
時
つ
よ
く
あ
ら
／
き
も
い
か
ゝ
又
こ
ま
り

な
る
は
い
の
こ
と
く
に
て
／

（
８
・
裏
）
匂
も
の
に
と
ゝ
ま
ら
す
よ
き
程
に
ハ
か
ら
ふ
へ
し
／
「
一
梅
花
ハ
あ
ら
く
黒
方
ハ
こ
ま
か
成
也
そ
の
／
ゆ
へ
ハ
梅
花
は
花
や

か
に
今
め
か
し
う
あ
は
／
す
へ
し
く
ろ
ほ
う
ハ
も
の
ふ
か
く
お
た
や
か
な
る
／
へ
し
こ
と
方
と
も
〳
〵
こ
れ
に
な
す
ら
へ
て
／
は
か
ら

ふ
へ
し
／
「
一
和
合
次
第
／
「
黒
方　

承
和
秘
方
／
沈　

貝　

麝　

薫　

白　

丁
／
「
梅
花
／

（
９
・
表
）
沈　

丁　

貝　

白　

甘　

薫　

麝
／
「
侍
従
／
沈　

丁　

貝　

甘　

鬱
／
一
散
和
合
様
／
は
こ
の
ふ
た
に
地
う
す
や
う
を
し

き
て
そ
の
上
／
に
沈
を
置
雉
の
は
ね
に
て
こ
れ
を
わ
か
ち
を
く
／
「
一
よ
く
〱
あ
は
せ
て
後
に
あ
は
せ
ふ
る
ひ
二
度
／
一
合
ふ
る
ひ
の

後
一
夜
を
へ
て
そ
の
匂
た
か
ひ
に
／
そ
む
を
よ
し
と
す
其
後
に
あ
は
す
こ
れ
秘
傳
也
／
「
一
あ
ま
つ
ら
あ
は
せ
の
時
合
こ
め
て
沈
二
ふ

ん
ハ
か
り
／

（
９
・
裏
）
う
へ
に
あ
は
す
へ
し
あ
ま
つ
ら
の
か
を
へ
た
て
ん
た
め
也
／
「
一
黒
方
に
ハ
さ
か
う
入
過
た
る
い
と
か
う
は
し
／
梅
花
侍
従

に
ハ
さ
か
う
お
ほ
か
る
わ
ろ
し
／
「
一
春
（
丁
子
）
秋
（
沈
）
冬
（
薫
陸
）
／
あ
は
せ
ん
時
に
し
た
か
ひ
て
三
朱
ハ
か
り
く
ハ
ふ
へ
し

／
「
一
あ
ま
つ
ら
和
合
事
／
あ
ま
つ
ら
の
あ
つ
き
ハ
た
き
物
の
か
を
う
し
な
ふ
／
よ
く
さ
ま
し
て
あ
ハ
す
へ
し
／
「
一
あ
ま
つ
ら
入
た

る
に
よ
き
ほ
と
な
る
ハ
少
と
り
て
／
み
る
に
香
に
つ
か
ぬ
ほ
と
に
て
手
の
は
た
の
／

（
10
・
表
）
す
ち
つ
く
ほ
と
な
る
を
よ
し
と
す
あ
ま
つ
ら
入
過
／
し
て
た
き
物
し
る
く
な
り
た
ら
ハ
火
を
け
／
の
灰
に
う
す
や
う
を
あ
ま

た
し
き
て
し
／
は
し
を
き
た
れ
ハ
か
た
ま
る
な
り
／
「
一
冬
の
た
き
物
ハ
合
す
る
時
う
ゐ
物
ひ
た
れ
と
も
／
程
ふ
れ
は
か
た
ま
る
ゆ
へ

に
こ
ま
か
に
つ
き
／
て
心
よ
く
和
せ
し
む
る
也
／
「
一
夏
の
た
き
物
ハ
た
ゝ
今
か
た
け
れ
と
も
後
／
に
う
る
お
ひ
い
て
く
る
ゆ
へ
に
す

こ
し
香
を
／
あ
ら
く
つ
く
に
や
／

（
10
・
裏
）「
一
合
つ
き
の
事
／
あ
は
せ
つ
き
ハ
あ
ら
く
つ
く
へ
か
ら
す
か
な
／
う
す
に
き
ね
の
あ
た
れ
ハ
か
な
く
さ
く
な
れ
ハ
／
中
を
つ
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か
ん
と
す
へ
し
つ
き
ひ
ろ
け
ら
れ
／
た
る
を
か
き
あ
は
せ
〱
し
て
む
ら
な
く
／
つ
く
へ
し
／
「
一
つ
き
て
後
風
に
あ
て
す
と
い
ふ
な
り

／
一
合
つ
き
の
か
す
／
大
の
一
さ
い
五
千
小
の
一
さ
い
三
千
六
百
／
四
両
三
千
／
二
両
千
五
百
／

（
11
・
表
）・
一
両
千
／
小
四
両
二
千
／
「
一
合
す
る
時
ノ
節
／
梅
の
香
の
た
か
き
二
月
三
月
九
月
／
あ
る
ひ
ハ
正
月
十
日
こ
ろ
に
あ
は
す

へ
し
／　

と
も
い
ふ
／
か
い
か
う
ハ
お
の
〱
の
香
を
よ
く
と
ゝ
／
の
へ
白
た
ん
ハ
と
を
く
匂
を
と
は
せ
／
く
ん
ろ
く
ハ
を
の
〱
の
香
を

よ
く
物
／
に
と
む
る
也
／
「
後
土
御
門
院
勅
合　

れ
う
さ
う
院
へ
た
つ
ね
／
下
さ本

ノ
マ
マれ

こ
の
ふ
ん
也
／

（
11
・
裏
）「
御
調
合
の
梅
花
／
「
沈
五
両
大
「
丁
子
一
両
（
大
）
／
「
貝
香
一
両
（
小
）「
甘
松
二
分
／
「
麝
二
分
（
大
）
／
家
の
方
「
く

ろ
ほ
う
／
「
沈
一
両
「
丁
子
二
分
／
「
く
ん
一
朱
半
「
白
た
ん
一
朱
半
／
「
貝
一
分
（
或
ハ
三
朱
）「
さ
か
う
四
朱
（
或
ハ
三
朱
）
／
「
梅

花
「（
梅
の
香
に
に
た
る
に
ほ
ひ
也
）
／
「
沈　

三
両　

丁
子　

一
両
二
分
／

（
12
・
表
）「
貝
一
両
二
分
「
麝
一
分
／
「
く
ん
ろ
く
一
分
「
白
た
ん
一
分
／
「
花
は
ち
す
「（
は
ち
す
の
か
に
よ
そ
へ
た
り
）
／
「
沈
四

両
「
丁
子
一
両
二
分
／
「
貝
三
分
「
う
こ
ん
一
分
／
「
甘
松
一
分
／
「
落
葉
「（
秋
の
末
冬
の
は
し
め
に
も
ち
ゆ
へ
し
時
雨
す
る
／
時

紅
葉
の
ち
り
か
ゝ
る
に
心
す
こ
き
か
に
や
あ
ら
ん
）
／
「
沈
九
両
「
丁
子
四
両
／
「
貝
一
両
二
分
「
麝
二
分
／
「
か
う
ふ
し
二
分
「
白

た
ん
一
分
二
朱

（
12
・
裏
）「
く
ん
ろ
く
一
分
「
そ
か
う
一
両
／
「
又
方
／
「
沈
一
両
二
分
「
丁
子
二
分
（
か
ろ
し
）
／
「
貝
一
分
二
朱
「
白
一
朱
／
「
く

ん
一
朱
（
か
ろ
し
）「
か
う
ふ
し　

二
朱
（
お
も
し
）
／
「
麝
一
朱
「
そ
か
う
二
朱
／
「
玉
椿
（
後
白
川
右
府　

御
新
さ
く
）
／
「
沈

四
両
「
丁
子
二
両
／
「
甘
松
一
分
二
朱
「
貝
一
両
／
「
く
ん
ろ
く
一
分
／
「
う
こ
ん
一
分
／

（
13
・
表
）「
さ
か
う
三
朱
／
「
若
草
（
同
）
／
「
沈
三
両
「
せ
ん
た
う
三
分
（
代
口
傳
）
／
「
貝
一
両
一
分
「
甘
松
三
朱
／
「
白
た
ん
二

分
「
丁
子
一
両
／
「
く
ん
ろ
く
一
分
「
さ
か
う
二
分
／
「
き
菊
花
（
同
こ
れ
を
か
け
ハ
厄本

ノ

をマ
ゝ

さ
け
／
命
を
の
ふ
る
方
な
り
冬
菊
の
に
ほ

ひ
也
）
／
「
沈
二
両
「
丁
子
一
両
／
「
貝
三
分
「
く
ん
ろ
く
三
朱
／
「
甘
松
三
朱
「
さ
香
一
分
／
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（
13
・
裏
）「
梅
花
（
同
）
／
「
沈
「
貝
「
白
「
く
ん
「
甘
「
麝
「（
各
〱
と
う
ふ
ん
）
／
「
蓮
葉
（
同
）
／
「
沈
三
両
「
か
ん
松
三
分
／
「
貝

一
両
一
分
「
白
一
分
／
「
う
こ
ん
一
朱
「
く
ん
ろ
く
二
分
／
「
く
わ
香
二
分
「
丁
子
一
両
半
／
「
さ
香
一
分
半
／
花
た
ち
ば
な
／

「
盧花

た
ち
は
な橘

／
「
沈
四
両
「
丁
二
両
／

（
14
・
表
）「
貝
一
両
一
分
「
し
や
う
木
香
一
朱
／
「
く
わ
香
一
分
「
白
一
両
一
分
／
「
柏
一
朱
（
口
伝
）「
麝
一
分
／
「
野
風
／
「
沈
四

両
「
丁
二
両
／
「
貝
二
分
「
白
一
両
／
「
薫
一
両
「
霍
香
二
分
／
「
青
木
香
一
朱
「
甘
松
一
分
／
「
桂
心
一
朱
「
麝
香
一
分
／
「
新
枕

（
家
方
）
／

（
14
・
裏
）「
沈
六
両
「
丁
子
二
両
二
分
／
「
貝
二
両
三
分
「
薫
陸
二
分
／
「
青
木
香
二
朱
「
麝
香
二
分
（
あ
は
せ
様
／
口
傳
あ
り
）
／
「
烏

方
（
家
の
方
）
／
「
沈
四
両
二
分
「
丁
子
二
両
／
「
貝
一
両
「
く
ん
ろ
く
一
両
／
「
白
一
両
「
さ
か
う
一
分
／
「
蘭
（
家
の
方
）
／
「
ち

ん
二
両
「
せ
ん
た
う
三
分
／

（
15
・
表
）「
か
い
か
う
一
両
「
か
ん
せ
う
三
朱
／
「
ひ
や
く
た
ん
一
分
二
朱
「
ち
や
う
し
一
両
一
分
／
「
け
い
し
ん
一
朱
「
く
ん
ろ
く
三

朱
／
「
さ
か
う
二
分
／
「
千
種
（
れ
う
し
や
う
ゐ
ん
新
さ
く
の
方
也
）
／
「
沈
五
両
「
丁
二
両
／
「
貝
一
両
「
白
一
両
／
「
薫
一
両
「
麝

一
分
／
「
甘
二
分
「
麝
二
分
／
「
仙
人
方
／

（
15
・
裏
）「
沈
二
両
「
丁
三
分
／
「
貝
二
分
「
白
一
分
／
「
丁麝

歟

香
皮
二
朱
「
薫
一
朱
／
「
麝
三
朱
／
「
拾
遺
方
（
し
ゝ
う
の
か
ら
名
）
／

「
沈
四
両
「
丁
二
両
／
「
貝
三
両
「
薫
二
分
／
「
白
二
分
「
甘
二
分
／
「
鬱
二
分
「
占
唐
三
分
（
代
口
傳
）
／
「
同
方
／

（
16
・
表
）「
沈
三
分
「
丁
二
両
／
「
貝
一
両
「
薫
二
分
／
「
鬱
三
分
「
し
や
う
な
ふ
一
分
（
口
傳
）
／
「
菖
蒲
「
沈
一
両
一
分
「
丁
一
両

／
「
貝
二
分
「
白
二
分
／
「
薫
一
分
「
鬱
一
分
二
朱
／
「
あ
や
め
の
根
一
朱
「
さ
か
う
一
朱
／
「
二
葉
／
「
沈
一
両
二
分
「
丁
二
分
／

（
16
・
裏
）「
貝
三
朱
「
白
二
分
／
「
甘
三
朱
「
麝
二
朱
／
以
上
／

　
「
當
家
た
き
物
の
方
の
こ
と
は　
　

／
御
代
々
ニ
つ
た
へ
き
こ
し
め
す
／
御
お
も
む
き　

勅
書
な
ら
ひ
に
御
せ
い
の
御
た
ん
さ
く
あ
り
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め
い
ふ
つ
た
る
に
よ
り
て
今
こ
ゝ
に
う
つ
す
所
な
り
／
「
た
き
も
の
ゝ
代
々
の
匂
ひ
を
／

（
17
・
表
）
雲
の
上
に
つ
た
ふ
る
風
の
／
た
よ
り
う
れ
し
も
／
「
當
今
へ
は
先
年
愚
老
御
せ
ん
に
／
を
い
て
て
う
合
さ
せ
ら
れ
條
々
申
／

入
了
／
右
四
辻
代
々
相
傳
双
紙
也
亜
相
遠
／
行
之
砌
口
傳
等
不
残
令
傳
受
畢
／
殊
ニ
黒
方
者　
　

／
正
親
町
院
以
御
自
筆
之
方
奉
／
寫

者
也
末
代
之
重
寶
無
比
類
／

（
17
・
裏
）
事
也
穴
賢
々
々
外
見
停
止
云
々
／
「
于
時
文
禄
余
暦
仲
秋
日
僧
都
實
澄
在
判
／

「
侍
従
（
勅
方
）
／
「
沈
二
両
「
丁
一
両
／
「
貝
二
分
「
薫
一
分
／
「
ウ
コ
ン
一
分
二
朱
／
又
一
朱
／
右
一
冊
以
去
方
之
秘
本
暫
時
／
令

書
写
了
尤
可
秘
々
々
／

（
18
・
表
）
寛
文
九
年
十
一
月
十
三
日　

権
大
納
言
公
規
／
同
十
四
日
一
合
了
／
此
一
冊
以
今
出
川
前
内
府
（
公
規
公
）
自
筆
／
之
本
令

書
写
者
也
／
元
禄
五
四
晦　
　

兵
部
尚
書
（
花
押
）
親
王

（
18
・
裏
）（
墨
付
け
な
し
）
／
（
裏
表
紙
・
裏
）（
墨
付
け
無
し
）
／
（
裏
表
紙
・
表
）（
墨
付
け
無
し
）

【
※
資
料
８　

参
考
資
料
】　

24
―
10
止　
「
薫
物
方
幷
薫
衣
香
方
」
奥
書

「
當
家
た
き
も
の
ゝ
方
の
こ
と
は
／
禁
裏
御
代
々
つ
た
へ
き
こ
し
め
す
御
お
も
／
む
き　

勅
書
な
ら
ひ
に
御
せ
い
の
御
た
ん
さ
く
／
あ
り

め
い
ふ
つ
た
る
に
よ
り
て
今
こ
ゝ
に
／
う
つ
す
所
あ
り
／
た
き
も
の
ゝ
代
々
の
匂
ひ
を
／
雲
の
上
に
つ
た
ふ
る
風
の
／
た
よ
り
う
れ
し
も

／
當
今
へ
は
先
年
愚
老
御
せ
ん
に
お
い
て
／
て
う
合
さ
せ
ら
れ
條
々
申
入
了
／
右
四
辻
代
々
相
傳
双
紙
也
亜
相
遠
行
之
砌
口
傳
等
／
不
残

令
傳
受
畢
殊
ニ
黒
方
者
／
正
親
町
院
以
御
自
筆
之
方
奉
写
者
也
末
代
／
之
重
宝
無
比
類
事
也
穴
賢
々
々
外
見
停
止
云
々
／
于
文
禄
余
暦
仲

秋
日
僧
都
實
澄
在
判
／
侍
従
（
勅
方
）
一
沈
二
両　

丁
一
両　

貝
二
分　

薫
一
分　

ウ
コ
ン
（
一
分
二
朱
又
一
朱
）
／
右
一
冊
以
去
方
秘

本
暫
時
令
書
写
了
尤
／
可
秘
々
　々

寛
文
九
年
十
一
月
十
三
日　

権
大
納
言
公
規
／
（
同
十
四
日
一
合
了
（
朱
筆
）」。
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巻
末
に
「
朱
文
方
印
：
菊
亭
蔵
書
」「
白
文
方
印
：
公
規
」
の
捺
印
。

【
資
料
９
】　

24
―
８　
「
御
薫
物
方
」

（
１
・
表
）（
押
紙
墨
書
）「
い
」
／
「
御
薫
物
方
」
／
（
１
・
裏
）（
墨
付
ナ
シ
）
／

（
２
・
表
）
黒
方
二
両
合
／
沈
香
二
両
二
分
／
白
た
ん
二
分
／
貝
香
一
分
二
朱
／
丁
子
三
分
一
朱
／
く
ん
ろ
く
二
分
三
朱
／

（
２
・
裏
）
麝
香
一
分
／
同
／
ち
ん
か
う
一
両
一
分
二
朱
／
丁
子
一
分
二
朱
／
白
た
ん
一
分
／
く
ん
ろ
く
一
分
二
朱
／
か
い
か
う
三
朱
／

（
３
・
表
）
さ
か
う
二
朱
／
同
方
三
両
合
／
沈
三
両
一
分
三
朱
／
白
三
分
／
貝
二
分
一
朱
／
薫
一
両
／
丁
子
一
両
一
分
／

（
３
・
裏
）
麝
一
分
二
朱
／
同
／
沈
一
両
三
分
／
丁
二
分
一
朱
／
白
一
分
二
朱
／
薫
一
分
三
朱
／
貝
一
分
朱
中
／

（
４
・
表
）
麝
三
朱
／
塩
サ
シ
ニ
半
分
程
色
ツ
ケ
ハ
／
サ
シ
ニ
二
ツ
カ
ほ
と
／
ホ
シ
ノ
方
／
沈
一
両
／
白
一
分
（
つ
ね
ノ
ヨ
リ
モ
／
ア
ラ
く
）

／
麝
一
朱
／

（
４
・
裏
）
此
方
自
右
衛
門
佐
（
永
慶
朝
臣
／
被
書
進
）
／
新
上
東
門
院
之
処
也
／
ミ
れ
う
／
沈
二
両
／
丁
一
両
／
貝
三
分
／
白
一
分
／

（
５
・
表
）
薫
二
朱
／
麝
一
分
／
黒
方
／
沈
一
両
／
丁
二
分
／
薫
一
し
ゆ
朱
中
／
白
二
朱
／

（
５
・
裏
）
貝
一
分
／
麝
一
分
／
玉
椿
／
沈
四
両
／
丁
二
両
／
甘
一
分
二
朱
／
貝
一
両
／

（
６
・
表
）
薫
一
分
／
ウ
一
分
／
麝
三
朱
／
右
自
中
院
中
納
言
殿
傳
之
了
／
寛
永
四
三
廿
一
／
三
両
合
／
沈
三
両
一
分
三
朱
／
白
三
分
／

（
６
・
裏
）
貝
二
分
一
朱
／
薫
一
両
／
丁
一
両
一
分
／
麝
一
分
二
朱
／
同
／
沈
一
両
三
分
／
丁
二
分
一
朱
／

（
７
・
表
）
白
一
分
二
朱
／
薫
一
分
三
朱
／
貝
一
分
朱
半
／
麝
三
朱
／
一
両
合
／
沈
一
両
／
薫
一
分
／

（
７
・
裏
）
白
一
分
二
朱
／
貝
三
朱
／
丁
二
分
一
朱
／
麝
二
朱
／
右
方
三
し
さ
ゐ
同
断
／
若
草
／
沈
五
両
／

（
８
・
表
）
麝
一
両
／
丁
一
両
／
占
唐
弐
分
／
白
弐
分
／
甘
一
分
／
貝
三
分
／
薫
二
分
／
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（
８
・
裏
）
此
方
し
ん
さ
く
ゑ
も
ん
つ
た
ゆ
る
／
ほ
そ
か
わ
三
さ
い
方
也
／
梅
花
／
沈
一
両
／
丁
二
分
／
貝
一
分
半
／
白
二
朱
／

（
９
・
表
）
薫
一
朱
／
甘
半
朱
／
ウ
半
朱
／
麝
半
朱
／
玉
椿
／
沈
二
両
一
分
／
丁
一
両
（
か
ろ
く
）
／

（
９
・
裏
）
貝
二
分
／
白
二
朱
／
薫
一
朱
（
重
）
／
茶
二
朱
（
重
）
／
新
枕
／
沈
四
両
（
重
）
／
丁
一
両
（
輕
）
／

（
10
・
表
）
貝
二
分
／
白
一
両
（
輕
）
／
薫
一
両
（
輕
）
／
甘
一
分
／
ケ
イ
一
朱
（
輕
）
／
茶
一
分
／
ウ
一
朱
／

（
10
・
裏
）
ク
ワ
ツ
香
二
分
／
シ
ヤ
ウ
モ
ツ
一
朱
／
黒
方
（
親
）
／
沈
一
両
二
分
／
薫
一
分
／
貝
三
朱
／

（
11
・
表
）
白
一
分
二
朱
／
丁
二
分
二
朱
／
麝
一
朱
／
同
二
朱
（
二
度
ニ
入
也
）
／

（
11
・
裏
）
山
ふ
き
／
か
ん
せ
う
二
分
／
ち
や
う
し
二
分
／
白
た
ん
二
分
／
木
か
う
三
朱
／
り
や
う
か
う
三
朱
／
う
い
き
や
う
三
朱
／
り

う
の
ふ
三
朱
／
さ
か
う
二
朱
／

（
12
・
表
）
九
重
／
か
ん
せ
う
二
分
一
朱
／
丁
子
一
分
二
朱
／
白
た
ん
一
分
二
朱
／
木
か
う
一
分
二
朱
／
り
や
う
か
う
三
朱
／
う
い
き
や

う
三
朱
／
り
う
の
ふ
二
朱
／
さ
か
う
二
朱
／

（
12
・
裏
）
さ
ら
し
な
／
か
ん
せ
う
二
分
／
ち
や
う
し
二
分
／
白
た
ん
二
分
／
り
や
う
か
う
一
分
／
う
こ
ん
一
分
／
う
い
き
や
う
一
分
／

し
や
木
か
う
一
分
（
か
る
）
／
り
う
の
ふ
二
朱
／

（
13
・
表
）
さ
か
う
二
朱
／
う
て
な
／
か
ん
せ
う
二
分
／
丁
子
二
分
／
白
た
ん
二
分
／
う
い
き
や
う
一
朱
／
は
い
そ
う
二
分
／
り
や
う
か

う
一
朱
／
う
こ
ん
一
朱
／

（
13
・
裏
）
り
う
の
ふ
二
朱
／
さ
か
う
二
朱
／
小
夜
桂
／
か
ん
せ
う
二
分
／
白
た
ん
二
分
／
は
い
一
分
／
丁
子
二
分
／
木
か
う
一
分
／

（
14
・
表
）
り
う
の
ふ
二
朱
／
さ
か
う
二
朱
／

（
14
・
裏
止
）（
墨
付
け
ナ
シ
）
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有
栖
川
宮
旧
蔵
御
薫
物
具
箱
（
香
合
19
）
納
入
資
料
目
録

番
号

名
称
（
内
容
）

法
量

形
態

年
代

数
量

備
考　

1

御
薫
物
具
（
外
箱
）

40.5
×
32.5
×
29.0

台
差
黒
塗
箱
（
江
戸
後
期
）

1
合

蓋
の
甲
に
銀
蒔
絵
字
形
で
「
御
薫
物
具
」
と
あ
り
。
ま
た
、
蓋

甲
と
二
側
面
に
押
紙
墨
書
で「
有
栖
川
宮
」「
御
薫
物
具
」と
あ
り
。

蓋
甲
と
一
側
面
に
ラ
ベ
ル
に
て
「
香
合
19
」
と
あ
り
。
側
面
に

押
紙
墨
書
に
て
「
三
十
八
」・「
御
薫
物
具
」
と
あ
り
。
台
差
の

受
け
部
分
が
紐
と
共
に
欠
落
。
身
蓋
共
に
内
貼
の
紙
が
剥
離
。

2

内
箱
（
黒
漆
地
八
重
表
菊
八
重
裏
菊

紋
散
蒔
絵
）

37.5
×
29.0
×
27.5

黒
漆
蒔
絵
懸

子
付
被
蓋
箱
（
江
戸
後
期
）

1
合

菊
紋
は
梨
子
地
な
ど
3
種
の
技
法
で
描
き
分
け
る
。「
御
た
き
物

之
は
こ
へ
入
候
物
」
と
墨
書
の
水
引
付
き
付
箋
あ
り
。

3

底
裂
張
印
籠
蓋
篩
箱
（
懸
子
納
入
入

子
箱
）

丁
・
沈
の
箱
：
12.0
×

9.2
×
9.7
。

そ
の
他
：
12.0
×
7.7
×

9.7
。

底
裂
貼
印
籠

蓋
篩
箱

（
江
戸
後
期
）

8
合
（
内
、

幅
大
×
2

合
・
小
幅
×

6
合
）

篩
箱
の
盛
蓋
と
身
の
側
面
に
そ
れ
ぞ
れ
金
蒔
絵
で
「
丁
・
沈
・
貝
・

白
・
薫
・
麝
・
欝
・
甘
」
の
字
形
蒔
絵
あ
り
。
内
、
丁
と
沈
は

幅
が
広
い
。
懸
子
の
底
は
、
香
料
の
粉
末
を
濾
す
た
め
の
大
小

の
目
の
絹
が
張
ら
れ
て
い
る
。
丁
は
絽
。
貝
・
麝
・
白
・
薫
・

欝
は
平
絹
。
沈
は
大
粗
目
。
甘
は
牡
丹
唐
草
顕
文
紗
。
懸
子
の

裂
地
の
縁
の
紙
に
墨
書
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箱
の
蒔
絵
の
文
字
と

同
じ
墨
書
あ
り
。

4

か
い
甲

18.5
×
11.5
×
2.8
位

紙
包

（
江
戸
後
期
）

1
包

貝
香
の
実
物
を
小
奉
書
で
包
ん
だ
も
の
。
上
書
き
墨
書
「
か
い

甲
」。（
紙
包
み
の
た
め
法
量
に
変
形
あ
り
）

5

（
包
紙
・
中
身
無
し
）

23.5
×
22.0
×
1.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

「
昆
布　

一
箱　

干
し
蕨　

一
箱　

御
樽　

一
荷　

以
上
」
大
高

檀
紙
竪
目
録
の
反
古
利
用
。

6
―

1

（
包
紙
）

18.8
×
12.5
×
1.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

（
白
紙
）

6
―

2

御
目
録
（
香
道
具
目
録
）

16.5
×
45.5

折
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

【
資
料
１
】
と
し
て
翻
刻
掲
載

6
―

3

（
重
陽
着
綿
記
事
抜
書
・
年
中
行
事
・

源
氏
物
語
幻
・
枕
草
子
・
紫
式
部
日
記
・

世
諺
問
答
）

16.5
×
93.5

続
紙

（
江
戸
後
期
）

2
紙

「
年
中
行
事　

九
月　

九
日
、
書
司
献
菊
花
事
、・
・
・
。
早
旦

書
司
女
官
立
鷺
足
円
机
二
脚
於
御
座
間
孫
廂
（
各
其
下
敷
小
筵
）

其
上
居
大
花
瓶
各
一
口
差
菊
花
（
以
綿
掩
花
上
）
臨
昏
撤
之
、）　

源
氏
物
語　

ま
ほ
ろ
し　

九
月
に
な
り
て
九
日
わ
た
お
ほ
ひ
た

る
菊
を
御
覧
し
て
・
・
・
。」

6
―

4
―

1
（
包
紙
）

6.0
×
11.6

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
白
紙
）

6
―

4
―

2

止

漢
籍
抜
書

11.4
×
6.3

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

「
督
呈　

前
漢
司
馬
遷
史
記
百
二
十
八
巻
亀
策
伝
ニ
亀
蓮
ノ
事
ヲ

載
セ
リ
、
明
ノ
祝
穆
ガ
事
文
類
聚
三
十
五
巻
亀
部
ニ
宋
蘇
軾
ガ

詩
二
句
ヲ
引
ケ
リ
」
朱
筆
あ
り
。
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6
―

5
―

1
（
包
紙
）

23.5
×
15.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

上
書
き
墨
書
「
薫
物
ノ
さ
し
ノ
形
銀
な
り
」。

6
―

5
―

2

止

薫
物
ノ
さ
し
ノ
形

24.0
×
18.3

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

匙
の
図
あ
り
。

6
―

6

御
所
望
被
遊
候
覚

15.5
×
44.5

折
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

【
資
料
２
】
と
し
て
翻
刻
掲
載

6
―

7
止

史
記
評
林
巻
之
一
百
二
十
八　

亀
策

列
伝
第
六
十
八　

太
史
公
曰
自
古
聖

主
―

16.5
×
23.4

折
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

「
孫
氏
瑞
応
国
曰
亀
物
神
異
之
介
蟲
也
・
・
・
」

7
―

1

（
包
紙
）

20.0
×
14.0
×
3.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

上
書
き
墨
書
「
薫
も
の
合
セ
や
う　

秘
本
」

7
―

2

匂
袋
之
方
（
勅
方
十
六
種
）

15.5
×
22.5

横
半

（
江
戸
後
期
）

1
冊
（
4
丁
）
【
資
料
3
】
と
し
て
翻
刻
掲
載

7
―

3

（
春
風
・
山
桜
・
花
橘
・
若
紫
・
手
枕

の
調
合
明
細
）

15.5
×
64.5

続
紙

（
江
戸
後
期
）

3
紙
接
合

３
紙
接
合

7
―

4

鷃
薬
之
方

16.0
×
31.0

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
鷃
薬
之
方　

鷃
一
羽
黒
焼　

雀
一
羽
黒
焼　

蜜
柑
一
ツ
黒

焼
・
・
・
」　

7
―

5

霊
元
院
御
流
和
合
次
第

17.2
×

150.5

続
紙

（
江
戸
後
期
）

3
紙
接
合

【
資
料
4
】
と
し
て
翻
刻
掲
載

7
―

6

（
黒
方
・
玉
椿
・
仙
人
の
合
わ
せ
様
）

16.5
×
47.2

折
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

折
紙
表
裏
墨
付

7
―

7

（
薫
物
贈
答
和
歌
四
首
）

17.8
×
29.1

染
紙
切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

公
敦
・
後
土
御
門
院
・
家
（
マ
マ
）
空
・
義
平
各
１
首

7
―

8
―

1
（
包
紙
）

19.0
×
4.5

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

上
書
き
墨
書
「
藿
香
正
氣
散
本
方
醫
書
通
」

7
―

8
―

2

止

藿
香
正
氣
散

16.5
×
18.5

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
藿
香
正
氣
散　

四
時
不
正
ノ
氣
ヲ
ウ
ケ
或
ハ
内
傷
ニ
外
寒
ヲ
挟

ミ
・
・
・
）」

7
―

9

（
白
梅
二
方
合
わ
せ
様
）

16.3
×
46.1

折
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
白
梅　

沈
一
両　

丁
二
分
…
」

7
―

10

（
子
日
一
方
合
わ
せ
様
）

16.2
×
46.3

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
子
日　

沈
三
両　

貝
三
分
…
」

7
―

11
止

（
香
料
種
類
書
上
）

16.7
×
7.7

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
沈　

白　

貝　

薫　

丁　

麝
」

8
―

1

（
包
紙
）

56.0
×
43.7

包
紙
・
竹
製

箸
箆

（
江
戸
後
期
）

1
枚

上
書
き
墨
書
「
享
和
元
六
御
改　

あ
ん
へ
ら
四
本　

小
ノ
あ
ん

へ
ら
一
本　

す
み
の
さ
ぢ
二
本　

す
ミ
の
は
し
九
つ
か
ひ
入
」

一
部
欠
損

8
―

2

箆

最
大
28.8
×
3.0
×
0.7

竹
箆
・
竹
刀
（
江
戸
後
期
）

箆
6
・
刀
1

黒
い
香
料
付
着
。
全
皮
削
ぎ
2
本
ほ
か
は
皮
つ
き
。

8
―

3
止

箸

最
長
28.5
×
直
径
0.6　

最
短
24.5
×
直
径
0.4

竹
箸

（
江
戸
後
期
）

9
膳

黒
い
香
料
付
着
。
皮
を
残
し
て
削
り
出
し
。
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9
―

1

（
包
紙
）

33.3
×
44.8

宿
紙
包
紙

（
江
戸
後
期
）

2
紙

上
書
き
墨
書
「
御
た
き
物
つ
ゝ
み
か
た
」

9
―

2
―

1

御
焼
物
方
組

19.0
×
7.5

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

上
書
き
墨
書
「
御
焼
物
方
組　

内
々
龍
な
ふ
有
」

9
―

2
―

2

辟
穢
丹
（
合
わ
せ
様
）

15.6
×
22.3

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
辟
穢
（
ヘ
キ
エ
）
丹　

に
し
香　

さ
う
じ
ゆ
つ　

さ
い
せ
ん　

か
ん
松　

せ
ん
き
う　

か
う
し
ん
香　

右
何
も
こ
ノ
分
」

9
―

2
―

3
（
九
重
・
ユ
ウ
ケ
ツ
・
竹
門
主
方
三
種

合
わ
せ
様
）

18.0
×
34.3

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

【
資
料
5
】
と
し
て
翻
刻
掲
載

9
―

2
―

4

止

（
八
重
一
重
・
山
ふ
き
・
九
重
・
蚊
遣

火
方
・
同
方
合
わ
せ
様
）

16.7
×
46.5

折
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
八
重
一
重　

か
ん
松
二
分
二
朱　

白
た
ん
二
分
…
」　

折
紙
表

裏
共
書
付

9
―

3
止

竹
箸

21.3
×
1.9

箸
・
鞘
付

（
江
戸
後
期
）

1
膳

鍔
付
き
竹
箸
1
膳
・
鞘
付
き

10
―

1

（
包
紙
）

41.4
×
28.4

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

上
書
き
墨
書
「
ち
や
う
し
へ
ら　

五
本
」（
竹
箆
5
本
入
り
）

10
―

2
止

丁
子
箆　

最
長
24.7
×
0.9
×
0.3

竹
箆

（
江
戸
後
期
）

5
本

片
面
皮
つ
き
。
黒
香
料
付
着
。

11
―

1

御
た
き
物
ノ
方

22.0
×
8.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

上
書
き
墨
書
「
御
た
き
物
ノ
方
」

11
―

2

（
黒
方　

合
わ
せ
様
）

19.0
×
52.8

折
紙

（
江
戸
前
中
期
）
1
紙

「
黒
方　

一
沈
二
両　

五
薫
二
分
・
・
・
」
近
世
前
中
期
の
檀
紙

11
―

3

花
月
香

14.2
×
38.3

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
花
月
香　

一
花
月
香
ハ
香
六
様
ナ
リ
・
・
・
」

11
―

4
止

ほ
と
ゝ
き
す
香
之
記

14.1
×
18.1

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
一　

ほ
と
ゝ
き
す
香
ハ
各
々
聞
覚
た
る
香
を
・
・
・
」

12
―

1

（
包
紙
）

19.6
×
5.5

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

上
書
き
墨
書
「
御
匂
ひ
ふ
く
ろ　

寸
法
の
か
た
三
枚
」

12
―

2

東
三
條
さ
ま
の
方
御
匂
ひ
袋
の
寸
法

9.4
×
6.5

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
東
三
條
さ
ま
の
方
御
匂
ひ
袋
の
寸
法
」

12
―

3

中
院
前
右
府
匂
袋
之
寸
法

11.0
×
6.8

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
し
ゝ
ら
に
て
／
赤
地
菊
金
紋
也
／
長
二
寸
九
分
／
横
一
寸
七

分
」

12
―

4
止

匂
袋
寸
法

18.2
×
12.1

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

「
長
小
三
寸
五
分
／
は
ゝ
二
寸
三
分
／
大
／
三
寸
弐
分
／
四
寸
三

分
／
右
尤
縫
タ
テ
ニ
而
」

13
―

1

御
ふ
る
い
の
御
き
れ
と
も

32.0
×
21.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

（
反
故
紙
翻
刻
）「
御
太
刀　

一
腰　

御
馬
一
疋　

以
上　

中
院

侍
従
」（
太
刀
馬
目
録
檀
紙
の
反
故
）

13
―

2

生
絹
白
平
絹
裂

99.5
×
43.0

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

生
絹
白
平
絹
。
紙
縒
り
札
に
墨
書
に
て
「
丁
子　

白
た
ん　

か

い
か
う
」
と
あ
り
。

13
―

3

白
麻
綟
織
裂

18.2
×
28.0

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
沈
香
の
篩
の
裂
と
同
じ
。
織
耳
あ
り
）

13
―

4

生
絹
白
平
絹
裂

22.8
×
28.5

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

2
の
連
れ
か
。）
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13
―

5

濃
緑
地
一
重
蔓
牡
丹
唐
草
文
顕
文
紗

裂

28.3
×
54.8

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

打
付
墨
書
「
か
ん
せ
う
」（
両
織
耳
・
織
留
あ
り
）

13
―

6

生
絹
白
平
絹
裂

27.0
×
4.4

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

打
付
墨
書
「
き
か
う
・
う
こ
ん　

く
ん
ろ
く
」（
織
耳
付
）

13
―

7

生
絹
白
平
絹
裂

41.0
×
13.3

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

6
の
連
れ
か
。
織
耳
付
）

13
―

8

浅
葱
麻
綟
織
裂

32.5
×
41.0

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

3
よ
り
は
眼
が
細
か
い
）

13
―

9

白
麻
綟
織
裂

47.5
×
37.0

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

3
の
連
れ
か
。
両
織
耳
付
。）

13
―

10

生
絹
白
平
絹
裂

26.5
×
13.5

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

6
の
連
れ
か
。）

13
―

11

生
絹
白
平
絹
裂

20.8
×
38.1

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

6
の
連
れ
か
。
織
耳
付
）

13
―

12

生
絹
白
平
絹
裂

17.7
×
8.8

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

6
の
連
れ
か
。
織
耳
付
）

13
―

13

生
絹
白
平
絹
裂

10.7
×
14.0

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

6
の
連
れ
か
。
織
耳
付
）

13
―

14

濃
緑
地
無
文
紗
裂

16.5
×
25.4

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

13
―

15

生
絹
白
平
絹
裂

35.0
×
28.5

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

2
よ
り
折
り
目
が
密
。
織
耳
付
）

13
―

16

生
絹
白
平
絹
裂

88.5
×
43.3

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

16
よ
り
糸
は
細
い
。）

13
―

17
止

生
絹
白
平
絹
裂

56.5
×
43.0

裂

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
13
―

16
よ
り
糸
は
細
い
。）

14
―

1

（
包
紙
）

30.2
×
18.5

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
紙

裏
側
に
墨
書
「
は
ね　

十
本
」

14
―

2
止

羽

26.3
×
3.0
程

羽

（
江
戸
後
期
）

41
本

羽
根
の
軸
の
巻
紙
の
墨
書
内
訳
「（
無
名
：
9
本
・
ち
や
う
し
（
て

う
し
）：
4
本
・
ち
ん
：
3
本
・
こ
あ
わ
せ
：
4
本
・
し
や
う
も

つ
か
う
：
1
本
・
た
く
し
ゃ
：
1
本
・
け
い
し
ん
：
1
本
・
か

い
か
う
：
2
本
・
さ
か
う
：
3
本
・
う
こ
ん
：
4
本
・
か
ん
せ
う
：

2
本
・
く
ん
ろ
く
：
2
本
・
ひ
ゃ
く
た
ん
（
白
た
ん
）：
4
本
・

く
わ
か
う
：
1
本
）」

15
―

1

目
録

17.8
×
13.1

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

目
録

15
―

2
止

（
へ
ら
ほ
か
11
品
目
目
録
）

16.2
×
45.8

折
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

「
へ
ら
三
本
／
笏
弐
本
／
さ
し
壱
本
…
」

16

（
不
詳
香
料
粉
末
）

13.8
×
9.5

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
包

（
茶
色
の
粉
末
・
詳
細
不
詳
・
麝
香
カ
）

17
―

1

（
包
紙
）

16.8
×
7.6

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

上
書
き
墨
書
「
御
た
き
物
御
聞
書
」

17
―

2

後
水
尾
院
御
方
雅
楽
頭
行
直
以
自
筆

本
書
写
之

15.1
×
20.9

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

「
後
水
尾
院
御
方
雅
楽
頭
行
直
以
自
筆
本
書
写
之
」

17
―

3

（
茶
・
伽
羅
・
龍
脳
調
香
覚
）

15.1
×
20.9

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

「
茶
／
麝
香
一
両　

沈
香
一
両
…
」
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17
―

4

（
罫
紙
）

12.2
×
9.0

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
罫
紙
・
墨
付
き
な
し
）

17
―

5
止

（
調
香
明
細
）

18.4
×
25.7

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

「
か
ん
せ
う
四
両
／
ち
ゃ
う
し
二
両
一
分
…
」

18
―

1
止

（
麝
香
箸
・
包
紙
）

31.5
×
7.5

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

上
書
き
墨
書
「
じ
や
か
う
は
し
十
二
つ
が
ひ　
（
内
側
に
「
入
用

の
事
ニ
て
い
た
し
を
く
也
」
と
墨
書
）」

18
―

2
止

麝
香
箸

最
長
28.5　

最
短
18.5

竹
箸

（
江
戸
後
期
）

30
本

（
長
短
合
わ
せ
て
30
本
）

19
―

1

（
麝
香
す
り
・
包
紙
）

3.5
×
20.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

上
書
き
墨
書
「
麝
香
す
り
」

19
―

2
止

麝
香
す
り

2.8
×
2.8
×
18.8

す
り
棒

（
江
戸
後
期
）

1
本

六
角
水
晶
・
桜
柄
付
。
柄
の
石
突
に
「
麝
」
と
墨
書
あ
り
。

20
―

1

（
塩
の
匙
・
包
紙
）

22.8
×
5.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
塩
の
さ
じ
」

20
―

2
止

塩
の
さ
じ

匙
：
19.0
×
2.8
・
箆
：

22.5
×
2.4

匙
・
箆

（
江
戸
後
期
）

各
１
本

匙
状
：
1
本
・
箆
状
：
1
本

21
―

1

（
包
紙
）

24.5
×
11.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
御
書
つ
け
の
と
を
り
ふ
る
ひ
は
こ
の
外　

ふ
る

ひ
の
き
れ
」

21
―

2

白
麻
平
織
裂

34.0
×
32.5

裂

（
江
戸
後
期
）

１
枚

（
両
織
耳
有
。
3
～
7
止
を
す
べ
て
包
む
）
上
書
き
墨
書
「
ち
ん

の
こ
ふ
る
い
」　

21
―

3

白
正
絹
平
織
裂

13.0
×
15.3

裂

（
江
戸
後
期
）

１
枚

（
織
耳
有
）

21
―

4

白
正
絹
平
織
裂

29.5
×
21.0

裂

（
江
戸
後
期
）

１
枚

（
織
耳
有
。
21
―

3
よ
り
糸
細
く
光
沢
あ
り
）　

上
書
き
墨
書
「
く

わ
か
う
」

21
―

5

白
正
絹
平
織
裂

27.0
×
21.0

裂

（
江
戸
後
期
）

１
枚

（
織
耳
有
。
21
―

3
の
連
れ
カ
）
上
書
き
墨
書
「
た
く
し
ゃ
」

21
―

6

白
正
絹
平
織
裂

30.0
×
21.5

裂

（
江
戸
後
期
）

１
枚

（
織
耳
有
。）　

上
書
き
墨
書
「
け
い
し
ん
」

21
―

7
止

白
正
絹
平
織
裂

21.5
×
26.5

裂

（
江
戸
後
期
）

１
枚

（
織
耳
有
。
21
―

5
の
連
れ
カ
）
上
書
き
墨
書
「
こ
し
や
う
も
つ

か
う
」

22
―

1

（
包
紙
）

27.8
×
10.3

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
御
に
ほ
ひ
袋
の
は
ね　

六
ほ
ん
」

22
―

2
止

羽

26.3
×
3.0
程

羽

（
江
戸
後
期
）

６
本

（
無
名
：
２
本
。
か
い
か
う
：
１
本
。
か
ん
せ
う
：
１
本
。
さ
か
う
：

２
本
）

23
―

1

（
包
紙
）

31.5
×
7.5
×
2.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
紙

上
書
き
墨
書
「
あ
ん
へ
ら
六
本　

同　

か
く
あ
ん
へ
ら
二
本　

じ
や
か
う
を
し
二
本　

同
さ
ぢ
一
本
。
裏
側
に
「
あ
ん
へ
ら　

四
本　

す
み
の
」（
い
ず
れ
も
見
消
）
と
あ
り
。
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23
―

2
止

あ
ん
へ
ら

皮
付
節
有
：
29.0
×
2.8

×
1.0
・
皮
無
直
刃
：

25.7
×
2.3
×
0.3
・
皮
無

丸
刃
：
26.2
×
2.0
×

0.3
・
皮
無
先
刃
：
24.0

×
1.8
×
0.2
・
短
箆
：

16.6
×
1.6
×
0.1

竹
箆

（
江
戸
後
期
）

６
本

皮
付
節
有
：
１
本
・
皮
無
直
刃
：
１
本
・
皮
無
丸
刃
：
１
本
・

皮
無
先
刃
：
１
本
・
短
箆
：
２
本

24
―

1

（
包
紙
）

32.8
×
45.5

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

上
書
き
墨
書
「
御
た
き
物
の
御
本　

御
か
き
付
色
　々

御
は
し

も
入
候
」

24
―

2
―

1
（
包
紙
）

24.5
×
4.8
×
0.8

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

上
書
き
墨
書
「
一　

し
ほ
さ
し
わ
け
の
は
し
二
本
」

24
―

2
―

2

止

し
ほ
さ
し
わ
け
の
は
し

21.7
×
0.4

竹
箸

（
江
戸
後
期
）

2
本

皮
を
す
べ
て
削
ぎ
、
先
端
か
ら
6.8
㎝
ま
で
は
直
径
が
2
㎜
づ
つ

細
く
削
出
す
。

24
―

3

（
炭
方
禁
中
ヨ
リ
慶
長
元
十
二
二
傳

候
・
・
・
）

18.5
×

405.0

続
紙

（
江
戸
中
期
）

８
紙
接
合

【
資
料
6
】
と
し
て
翻
刻
掲
載
。
後
西
天
皇
宸
翰
カ
。

24
―

4

幸
仁
親
王
筆
（
薫
物
の
ほ
う
さ
ま
〱

な
れ
と
も
つ
ね
に
あ
は
す
る
は
六
く

さ
な
り
）

14.3
×
20.3

竪
半

元
禄
5
年
5
月

1
日

1
冊
（
11
丁
）
【
資
料
7
】
と
し
て
翻
刻
掲
載
。
朱
筆
書
入
あ
り
。

24
―

5

幸
い
仁
親
王
筆
（
四
辻
家
相
伝
薫
物

伝
書
）

16.0
×
17.2

横
半

元
禄
5
年
4
月

30
日

1
冊
（
18
丁
）
【
資
料
8
】
と
し
て
翻
刻
掲
載
。
朱
筆
書
入
あ
り
。

24
―

6

薫
物
故
書

13.9
×
20.2

竪
半

（
江
戸
後
期
）

１
冊
（
45
丁
）

奥
書
に
「
去
年
當
家
薫
可
有
御
口
傳
之
由
従
禁
裏
被
仰
下
宸
翰

之
奉
書
二
通
有
之
仍
後
白
川
殿
別
口
傳
之
様
悉
申
入
畢
今
度
又

重
本
方
御
所
望
之
間
可
令
進
上
之
由
申
入
處
再
往
御
辞
退
可
寫

進
之
由
被
仰
之
間
書
進
之
由
依
仰
如
此
書
之
草
子
寸
法
大
略
同

本
方　
　

上
奥
書　

此
方
者
當
家
代
々
令
相
傳
之
秘
本
也
殊
白

川
右
府
好
此
事
妙
有
故
實
傳
薫
傳
云
々
其
子
細
後
押
小
路
内
府

今
後
三
條
相
國
之
由
見
奥
書
畢
」
と
あ
り
。

24
―

7

薫
物
方
（
當
家
薫
物
香
具
拵
様
之
口

傳
）

14.6
×
19.8

横
半

（
江
戸
中
後
期
）
1
冊
（
29
丁
）
表
紙
は
柿
渋
刷
毛
目
で
墨
書
打
付
書
で
「
薫
物
方
」
と
あ
り
。

一
部
朱
筆
あ
り
。

24
―

8

御
薫
物
方

11.8
×
10.7

横
半
々

（
江
戸
後
期
）

1
冊
（
13
丁
）
【
資
料
９
】
と
し
て
翻
刻
掲
載
。
朱
筆
書
入
あ
り
。
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24
―

9

焼
物
方

23.3
×
17.2

竪

（
江
戸
中
期
）

1
冊
（
47
丁
）

表
紙
に
「
焼
物
方
」
と
打
付
墨
書
。
37
丁
に
「
右
此
方
小
倉
實

起
卿
本
ニ
而
令
書
写　

寛
文
二
寅
八
月
廿
五
日
写
終　

宣
清
」

と
あ
り
。
ま
た
、
46
丁
の
奥
書
に
「
右
大
秘
書
他
見
無
之
者
也

ト
云
々
、
延
宝
九
辛
酉
八
月
日
書
之
」
と
あ
り
。

24
―

10
止

薫
物
方
幷
薫
衣
香
方

24.2
×
19.3

竪

寛
文
9
年
11
月

3
日

1
冊
（
22
丁
）

24
―

5
と
同
内
容
。
巻
末
に
「
朱
文
方
印
：
菊
亭
蔵
書
」「
白
文

方
印
：
公
規
」
の
捺
印
あ
り
。
元
禄
5
年
幸
仁
親
王
書
写
に
よ

る
24
―

5
の
祖
本
か
。
朱
書
あ
り
。

25
―

1

（
包
紙
）

40.0
×
28.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

包
紙
上
書
き
墨
書
「
御
か
さ
ね
遊
し
候
節
の
御
し
や
く
壱
本
」

25
―

2
止

笏

24.9
×
3.5
最
大
×
0.2

竹
笏

（
江
戸
後
期
）

1
本

肉
厚
節
無
し
の
黒
竹
を
総
皮
削
で
蛤
歯
に
削
出
す
。

26
―

1

（
包
紙
）

45.3
×
31.2　

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

包
紙
上
書
き
墨
書
「
御
塩
の
あ
ん
へ
ら
一
本
」

26
―

2
止

御
塩
の
あ
ん
へ
ら

28.0
×
2.8
×
0.8

箆

（
江
戸
後
期
）

1
本

竹
製
元
節
で
、
片
面
に
皮
を
残
し
切
先
状
に
先
端
を
削
出
す
。

27
―

1

（
包
紙
）

44.0
×
30.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

包
紙
上
書
き
墨
書
「
ち
や
う
し
へ
ら　

十
本
」

27
―

2
止

丁
子
箆

竹
皮
節
付
箆
：
29.5
×

2.8
×
1.0
・
桜
製
笏
：

24.9
×
3.5
×
0.3
・
竹
製

箆
：
14.8
×
2.5
×
0.4

竹
箆
・
桜
笏
（
江
戸
後
期
）

各
1
本

短
い
竹
箆
は
皮
を
す
べ
て
削
ぎ
、
長
い
方
は
皮
を
残
す
。
笏
は

蛤
歯
で
板
目
材
。

28
―

1

茱
萸
袋
之
図

28.0
×
19.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

茱
萸
袋
之
図

28
―

2

滋
野
井
前
大
納
言
公
麗
卿
勘
（
茱
萸

袋
之
図
）

28.3
×
40.0

竪
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
着
彩
茱
萸
袋
の
図
）「
典
薬
寮
式　

凡
九
月
九
日
呉
茱
萸
廿
把

附
薬
司
・
・
・
」

28
―

3

野
宮
前
大
納
言
定
之
卿
勘
（
茱
萸
袋

之
図
）

28.2
×
39.8

竪
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
着
彩
茱
萸
袋
の
図
）「
典
薬
寮
云　

九
月
九
日
呉
茱
萸
二
十
把

付
薬
司
・
・
・
」

28
―

4
止

茱
萸
袋
之
図

28.3
×
31.1

切
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

（
着
彩
茱
萸
袋
之
図
）

29
―

1

（
包
紙
）

42.7
×
32.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

上
書
き
墨
書
「
麝
香
の
は
し
」

29
―

2
止

麝
香
の
は
し

箸
：
最
長
26.2
・
最
短

18.5

竹
箸

（
江
戸
後
期
）

4
本

皮
節
付
：
1
本
・
削
り
出
し
：
3
本

30
―

1

包
紙
（
無
地
）

26.5
×
19.5
×
2.3

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

２
～
22
止
ま
で
一
括

30
―

2

こ
ゝ
の
重
（
包
紙
）

23.2
×
14.7

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
こ
ゝ
の
重
」（
中
身
無
し
）
檀
紙

30
―

3

う
て
な
（
包
紙
）

21.8
×
15.5

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
う
て
な
」（
中
身
無
し
）
檀
紙
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30
―

4

か
ん
せ
う
（
包
紙
）

22.9
×
17.2

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
う
て
な
」（
中
身
無
し
）
斐
紙

30
―

5

さ
か
う
（
包
紙
）

22.8
×
17.2

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
さ
か
う
」（
中
身
無
し
）
斐
紙

30
―

6

八
重
ひ
と
へ
（
包
紙
）

22.8
×
15.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
八
重
ひ
と
へ
」（
中
身
無
し
）
檀
紙

30
―

7

黄　

菊
花
（
包
紙
）

22.3
×
18.1

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
黄　

菊
花
」（
中
身
無
し
）
打
曇
紙

30
―

8

ち
ん
（
包
紙
）

22.9
×
17.2

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
ち
ん
」（
中
身
無
し
）　

鳥
の
子

30
―

9

仙
人
（
包
紙
）

20.8
×
18.3

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
仙
人
」（
中
身
無
し
）
鳥
の
子

30
―

10

ね
み
た
れ
髪
（
包
紙
）

22.9
×
14.8

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
ね
み
た
れ
髪
」（
中
身
無
し
）
檀
紙

30
―

11

こ
あ
は
せ
（
包
紙
）

22.7
×
17.2

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
こ
あ
は
せ
」（
中
身
無
し
）
鳥
の
子

30
―

12

か
い
か
う
（
包
紙
）

23.0
×
17.2

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
か
い
か
う
」（
中
身
無
し
）
鳥
の
子

30
―

13

子
日
（
包
紙
）

21.3
×
18.5

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
子
日
」（
中
身
無
し
）
打
曇
紙

30
―

14

小
夜
ま
く
り
（
包
紙
）

21.1
×
15.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
小
夜
ま
く
り
」（
中
身
無
し
）
檀
紙

30
―

15

千
年
菊
（
包
紙
）

21.9
×
18.4

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
千
年
菊
」（
中
身
無
し
）
鳥
の
子　

虫
損
あ
り
。

30
―

16

仙
人
（
包
紙
）

21.6
×
18.4

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
仙
人
」（
中
身
無
し
）
打
曇
紙

30
―

17

く
ん
ろ
く
（
包
紙
）

22.7
×
17.2

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
く
ん
ろ
く
」（
中
身
無
し
）
鳥
の
子

30
―

18

ち
や
う
し
（
包
紙
）

22.6
×
17.2

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
ち
や
う
し
」（
中
に
若
干
の
粉
末
残
存
）
鳥
の
子

30
―

19

白
た
ん
（
包
紙
）

22.8
×
17.2

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
白
た
ん
」（
中
身
無
し
）
鳥
の
子

30
―

20

ち
ん
（
包
紙
）

23.0
×
17.3

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
ち
ん
」（
中
身
無
し
）　

鳥
の
子

30
―

21

う
こ
ん
（
包
紙
）

22.9
×
17.2

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
う
こ
ん
」（
中
身
無
し
）
鳥
の
子

30
―

22
止

玉
椿
（
包
紙
）

23.4
×
18.6

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
玉
椿
」（
中
身
無
し
）
鳥
の
子　

虫
損
あ
り
。

31
―

1

（
包
紙
）

包
紙
6.5
×
14.0
×
2.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
ま
ゆ
つ
く
り
」

31
―

2
止

31
―

2
止

眉
作
り
刷
毛

刷
毛
：
12.5
×
径
：
1.4
。

太
刷
毛
太
1.0
長
2.0　

細
刷
毛
太
さ
0.8
長
1.5

刷
毛

（
江
戸
後
期
）

１
本

白
竹
軸
両
頭
刷
毛
。
太
細
の
差
あ
り
・
4

32
―

1

（
包
紙
）

24.5
×
9.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
か
ね
の
御
き
ね
ニ
て
つ
よ
き
や
う
な
る
時　

此

木
の
き
ね
ニ
て
つ
き
申
候
也
」

32
―

2
止

紅
染
絽
裂

40.0
×
37.0

裂

（
江
戸
後
期
）

１
枚

両
耳
付
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33
―

1

（
包
紙
）

包
：
24.0
×
4.8

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

竹
皮
付
き
一
部
皮
削
ぎ
の
箆
。
上
書
き
墨
書
「
塩
の
さ
じ
」

33
―

2
止

塩
の
さ
じ

箆
：
20.3
×
1.6

竹
箆

（
江
戸
後
期
）

１
本

竹
皮
付
き
一
部
皮
削
ぎ
の
箆
。
上
書
き
墨
書
「
塩
の
さ
じ
」

34
―

1

（
包
紙
）

包
：
19.0
×
6.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
り
う
の
う
へ
ら　

三
本
」

34
―

2
止

龍
脳
箆

長
箆
：
16.5
×
1.5　

短
い
箆
：
14.0
×
2.4

竹
箆

（
江
戸
後
期
）

２
本

竹
皮
削
ぎ
箆
２
種
。

35
―

1

（
包
紙
）

包
：
22.4
×
4.5
。

包
紙

（
江
戸
後
期
）

１
枚

上
書
き
墨
書
「
龍
脳
を
し　

へ
ら　

は
し
」

35
―

2
止

龍
脳
押
箆
・
箸

長
い
箆
：
16.6
×
1.2　

短
箆
：
12.8
×
2.1　

箸

20.0
×
0.3

包
紙
・
箆

（
江
戸
後
期
）

2
本
・
1
膳

箆
２
種
。
箸
１
膳
。

36
―

1

（
包
紙
）

33.0
×
23.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

―

36
―

2
止

（
鉢
）

口
径
：
9.5　

底
径
：

6.0　

高
さ
：
2.7

鉢

（
江
戸
後
期
）

１
口

口
縁
と
内
側
少
々
、
側
面
の
土
見
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
鉄
釉
を
か
け

る
。
削
り
出
し
底
。

37
―

1

（
包
紙
）

33.0
×
23.0

包
紙
・
木
綿
（
江
戸
後
期
）

各
1
枚

―

37
―

2
止

（
麝
香
用
鉢
）

口
径
：
10.7　

底
径
：

5.4　

高
さ
：
3.0

鉢

（
江
戸
後
期
）

1
口

口
縁
に
か
け
。
口
縁
か
ら
外
側
、
土
見
せ
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
鉄
釉

を
か
け
る
。削
り
出
し
底
。底
径
の
部
分
の
釉
溜
を
削
り
落
と
し
。

底
面
に
「
麝
」
と
墨
書
。

38
―

1

（
包
紙
）

33.0
×
23.0

包
紙

（
江
戸
後
期
）

1
枚

―

38
―

2
止

（
丁
子
用
鉢
）

口
径
：
9.7　

底
径
：

6.2　

高
さ
：
2.7

鉢

（
江
戸
後
期
）

1
口

口
縁
と
内
側
少
々
、側
面
に
少
々
鉄
釉
を
か
け
る
。
削
り
出
し
底
。

底
面
に
「
丁
」
と
墨
書
。

39
―

1

（
包
紙
）

33.0
×
23.0

包
紙
・
木
綿
（
江
戸
後
期
）

1
枚

―

39
―

27
止

（
麝
香
用
鉢
）

口
径
：
11.3　

底
径
：

5.9　

高
さ
：
2.9

鉢

（
江
戸
後
期
）

1
口

口
縁
に
か
け
。
口
縁
か
ら
外
側
、
土
見
せ
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
鉄
釉

を
か
け
る
。
碁
笥
底
。
底
径
の
部
分
の
釉
溜
を
削
り
落
と
し
。

底
面
に
「
麝
」
と
墨
書
。
削
り
出
し
底
。

40
止
―

1

（
包
紙
）

33.0
×
23.0

包
紙
・
木
綿
（
江
戸
後
期
）

各
1
枚

―

40
止
―

2

止

（
龍
脳
用
鉢
）

口
径
：
10.0
．
底
径
：

6.0　

高
さ
：
2.7

鉢

（
江
戸
後
期
）

1
口

口
縁
に
か
け
。
口
縁
か
ら
外
側
、
土
見
せ
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
鉄
釉

を
か
け
る
。
削
り
出
し
底
。
包
紙
に
「
り
う
の
ふ
」
と
あ
り
。


